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（提案理由） 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成２９年法

律第２９号）の施行に伴い、会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

ついて、条例で定める必要があります。 

これが、この議案を提出する理由です。 



 

 山都町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例をここに公布する。 
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山都町長 

 

山都町条例第  号 

山都町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 
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 第４章 パートタイム会計年度任用職員の費用弁償（第３０条・第３１条） 

 第５章 雑則（第３２条―第３４条） 

 附則 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」

という。）第２４条第５項並びに地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２

０３条の２第５項及び第２０４条第３項の規定に基づき、法第２２条の２第

１項に規定する会計年度任用職員（以下「会計年度任用職員」という。）の給

与及び費用弁償に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

 （１） フルタイム会計年度任用職員 法第２２条の２第１項第２号に掲げ

る職員をいう。 

 （２） パートタイム会計年度任用職員 法第２２条の２第１項第１号に掲

げる職員をいう。 



 

（会計年度任用職員の給与） 

第３条 この条例において「給与」とは、フルタイム会計年度任用職員にあっ

ては、給料、初任給調整手当、通勤手当、地域手当、特殊勤務手当、時間外

勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当及び期末手当をいい、

パートタイム会計年度任用職員にあっては、報酬及び期末手当をいう。 

２ 給与は、他の条例に規定する場合を除くほか、現金で支払わなければなら

ない。ただし、会計年度任用職員からの申出があったときは、口座振替の方

法により支払うことができる。 

３ 公務について生じた実費の弁償は、給与には含まれない。 

   第２章 フルタイム会計年度任用職員の給与 

（給料） 

第４条 フルタイム会計年度任用職員の給料表の種類は、次に掲げるとおりと

し、各給料表の適用範囲は、それぞれ当該給料表に定めるところによる。 

（１） 行政職給料表（別表第１） 

（２） 医療職給料表（別表第２） 

（職務の級） 

第５条 フルタイム会計年度任用職員の職務は、その職種ごとに、その複雑、

困難及び責任の度に基づき、これを前条の給料表（以下「給料表」という。）

に定める職務の級に分類するものとし、その分類の基準となるべき職務の内

容は、別表第３に定める等級別基準職務表によるものとする。 

２ フルタイム会計年度任用職員の職務の級は、前項の等級別基準職務表に従

い任命権者（法第６条第１項に規定する任命権者及びその委任を受けた者を

いう。第１７条第２項を除き、以下同じ。）が決定する。 

（号給） 

第６条 新たに給料表の適用を受けるフルタイム会計年度任用職員となった者

の号給は、規則で定める基準に従い任命権者が決定する。 

（給料の支給） 

第７条 山都町一般職の職員の給与に関する条例（平成１７年山都町条例第４



 

３号。以下「給与条例」という。）第５条及び第６条の規定は、フルタイム会計

年度任用職員について準用する。この場合において、同条第４項中「勤務時間

条例第３条第１項、第４条及び第５条の規定に基づく週休日」とあるのは、「当

該フルタイム会計年度任用職員について定められた週休日」と読み替えるもの

とする。 

（初任給調整手当） 

第８条 給与条例第７条の３の規定は、フルタイム会計年度任用職員について

準用する。この場合において、同条第１項第１号中「医療職給料表１」とあ

るのは「山都町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例別表第２

の医療職給料表（１）」と読み替えるものとする。 

（通勤手当） 

第９条 給与条例第１０条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準

用する。 

（地域手当） 

第１０条 給与条例第１０条の３及び第１０条の４の規定は、フルタイム会計

年度任用職員について準用する。 

（特殊勤務手当） 

第１１条 フルタイム会計年度任用職員の特殊勤務手当の種類、支給を受ける

者の範囲及び額並びにその支給方法は、山都町職員の特殊勤務手当に関する

条例（平成１７年山都町条例第４４号。以下「特殊勤務手当条例」という。）

の定めるところによる。 

（時間外勤務手当） 

第１２条 給与条例第１３条第１項、第３項及び第４項の規定は、フルタイム

会計年度任用職員について準用する。この場合において、次の表の左欄に掲

げる給与条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲

げる字句に読み替えるものとする。 
  

第１３条第１項 正規の勤務時間以外 当該フルタイム会計年度任用職



 

に勤務することを命

ぜられた職員 

員について定められた勤務時間

（以下この条において「正規の

勤務時間」という。）以外の時間

に勤務することを命ぜられたフ

ルタイム会計年度任用職員 

第１３条第３項 勤務時間条例第５条

の規定により、あらか

じめ同条例第３条第

２項又は第４条の規

定により割り振られ

た１週間の正規の勤

務時間 

当該フルタイム会計年度任用職

員についてあらかじめ割り振ら

れた１週間の正規の勤務時間 

第１３条第４項 勤務時間条例第３条

第１項、第４条及び第

５条の規定に基づく

週休日 

当該フルタイム会計年度任用職

員について定められた週休日 

 

（休日勤務手当） 

第１３条 給与条例第１４条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について

準用する。この場合において、次の表の左欄に掲げる給与条例の規定中同表

の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句に読み替えるもの

とする。 
  

第１４条 祝日法による休日等 山都町職員の勤務時間、休暇等

に関する条例（平成１７年山都

町条例第３６号。以下この条に

おいて「勤務時間条例」という。）

第９条に規定する祝日法による

休日（代休日を指定されて、当該
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休日に割り振られた勤務時間の

全部を勤務したフルタイム会計

年度任用職員にあっては、当該

休日に代わる代休日） 

勤務時間条例第３条

第１項又は第４条の

規定に基づき毎日曜

日 

毎日曜日 

同条例第９条 勤務時間条例第９条 

同条例第４条及び第

５条の規定に基づく

週休日 

当該フルタイム会計年度任用職

員について定められた週休日 

年末年始の休日等 勤務時間条例第９条に規定する

年末年始の休日（代休日を指定

されて、当該休日に割り振られ

た勤務時間の全部を勤務したフ

ルタイム会計年度任用職員にあ

っては、当該休日に代わる代休

日） 

、正規の勤務時間中に

勤務すること 

、当該フルタイム会計年度任用

職員について定められた勤務時

間（以下この条において「正規の

勤務時間」という。）中に勤務す

ること 
 

（夜間勤務手当） 

第１４条 給与条例第１５条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について

準用する。この場合において、同条中「正規の勤務時間」とあるのは、「当該

フルタイム会計年度任用職員について定められた勤務時間」と読み替えるも

http://srb.gyosei.asp.lgwan.jp/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView


 

のとする。 

（宿日直手当） 

第１５条 給与条例第１６条第１項の規定は、フルタイム会計年度任用職員に

ついて準用する。 

２ 前項において準用する給与条例第１６条第１項の勤務は、第１２条におい

て準用する給与条例第１３条、第１３条において準用する給与条例第１４条

及び前条において準用する給与条例第１５条の勤務には含まれないものと

する。 

（端数処理） 

第１６条 第１９条に規定する勤務１時間当たりの給与額並びに第１２条にお

いて準用する給与条例第１３条、第１３条において準用する給与条例第１４

条及び第１４条において準用する給与条例第１５条の規定により勤務１時

間につき支給する時間外勤務手当、休日勤務手当及び夜間勤務手当の額を算

定する場合において、当該額に、５０銭未満の端数を生じたときはこれを切

り捨て、５０銭以上１円未満の端数を生じたときはこれを１円に切り上げる

ものとする。 

（期末手当） 

第１７条 給与条例第１８条から第１８条の３までの規定は、任期が６月以上

のフルタイム会計年度任用職員について準用する。 

２ 任期が６月に満たないフルタイム会計年度任用職員の１会計年度内におけ

る会計年度任用職員としての任期の合計が６月以上に至ったとき（任命権者

（法第６条第１項に規定する任命権者をいう。）を同じくする場合に限る。次

項並びに第２６条第２項及び第３項において同じ。）は、当該フルタイム会計

年度任用職員は、当該会計年度において、前項の任期が６月以上のフルタイ

ム会計年度任用職員とみなす。 

３ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度

任用職員として任用され、同日の翌日にフルタイム会計年度任用職員として

任用された者の任期（６月未満のものに限る。）と前会計年度における任期



 

（前会計年度の末日を含む期間の任用に係るものに限る。）との合計が６月

以上に至ったときは、第１項の任期が６月以上のフルタイム会計年度任用職

員とみなす。 

（勤務１時間当たりの給与額の算出） 

第１８条 第１２条において準用する給与条例第１３条、第１３条において準

用する給与条例第１４条及び第１４条において準用する給与条例第１５条

並びに次条に規定する勤務１時間当たりの給与額は、給料の月額及びこれに

対する地域手当の月額の合計額に１２を乗じ、その額を当該フルタイム会計

年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務時間に５２を乗じた

ものから規則で定める時間を減じたもので除して得た額とする。 

（給与の減額） 

第１９条 フルタイム会計年度任用職員が定められた勤務時間中に勤務しない

ときは、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）による休日

（以下「祝日法による休日」という。）（代休日を指定されて、当該休日に割

り振られた勤務時間の全部を勤務したフルタイム会計年度任用職員にあっ

ては、当該休日に代わる代休日）又は１２月２９日から翌年の１月３日まで

の日（祝日法による休日を除く。以下「年末年始の休日」という。）（代休日

を指定されて、当該休日に割り振られた勤務時間の全部を勤務したフルタイ

ム会計年度任用職員にあっては、当該休日に代わる代休日）である場合、有

給の休暇による場合その他任命権者が定める場合を除き、その勤務しない１

時間につき、前条に規定する勤務１時間当たりの給与額を減額する。 

   第３章 パートタイム会計年度任用職員の給与 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬） 

第２０条 月額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、

基準月額に、当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間

当たりの勤務時間を山都町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１７

年山都町条例第３６号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第１項に規定

する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額（１円未満の端数があるときは、



 

その端数を切り捨てた額。以下この条において同じ。）とする。 

２ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、基準月

額を２１で除して得た額に、当該パートタイム会計年度任用職員について定

められた１日当たりの勤務時間を７．７５で除して得た数を乗じて得た額と

する。 

３ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、基準

月額を１６２．７５で除して得た額とする。 

４ 前３項の「基準月額」とは、これらの規定に規定するパートタイム会計年

度任用職員の１週間当たりの通常の勤務時間が勤務時間条例第２条第１項

に規定する勤務時間と同一であるとした場合に、その者の職務の内容及び責

任、職務遂行上必要となる知識、技術及び職務経験等に照らして第４条から

第６条までの規定を適用して得た額に給与条例第７条の３、第１０条の３又

は第１０条の４の規定の例により計算して得た額を加算した額とする。 

（特殊勤務に係る報酬） 

第２１条 特殊勤務手当条例第３条から第７条までに規定する業務に従事する

ことを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、特殊勤務手当条例の

例により計算して得た額を特殊勤務に係る報酬として支給する。 

（時間外勤務に係る報酬） 

第２２条 当該パートタイム会計年度任用職員について定められた勤務時間

（以下「正規の勤務時間」という。）以外の時間に勤務することを命ぜられた

パートタイム会計年度任用職員に対して、その正規の勤務時間以外の時間に

勤務した全時間について、時間外勤務に係る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する時間外勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき、第２８

条第１項に規定する勤務１時間当たりの報酬額に正規の勤務時間以外の時

間にした次に掲げる勤務の区分に応じてそれぞれ１００分の１２５から１

００分の１５０までの範囲内で規則で定める割合（その勤務が午後１０時か

ら翌日の午前５時までの間である場合は、その割合に１００分の２５を加算

した割合）を乗じて得た額とする。ただし、パートタイム会計年度任用職員



 

が第１号に掲げる勤務で正規の勤務時間以外の時間にしたもののうち、その

勤務の時間とその勤務をした日における正規の勤務時間との合計が７時間

４５分に達するまでの間の勤務にあっては、同項に規定する勤務１時間当た

りの報酬額に１００分の１００（その勤務が午後１０時から翌日の午前５時

までの間である場合は、１００分の１２５）を乗じて得た額とする。 

（１） 正規の勤務時間が割り振られた日（次条の規定により休日勤務に係

る報酬が支給されることとなる日を除く。）における勤務 

（２） 前号に掲げる勤務以外の勤務 

３ 前２項の規定にかかわらず、週休日の振替により、あらかじめ割り振られ

た１週間の正規の勤務時間（以下この項において「割振り変更前の正規の勤

務時間」という。）を超えて勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度

任用職員には、割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務した全時間（次

条の規定により休日勤務に係る報酬が支給されることとなる時間を除く。）

に対して、勤務１時間につき、第２８条第１項に規定する勤務１時間当たり

の報酬額に１００分の２５から１００分の５０までの範囲内で規則で定め

る割合を乗じて得た額を時間外勤務に係る報酬として支給する。ただし、パ

ートタイム会計年度任用職員が割振り変更前の正規の勤務時間を超えてし

た勤務のうち、その勤務の時間と割振り変更前の正規の勤務時間との合計が

３８時間４５分に達するまでの間の勤務については、この限りでない。 

４ 次に掲げる時間の合計が１箇月について６０時間を超えたパートタイム会

計年度任用職員には、その６０時間を超えて勤務した全時間に対して、前３

項の規定にかかわらず、勤務１時間につき、第２８条第１項に規定する勤務

１時間当たりの報酬額に、次の各号に掲げる区分に応じて、当該各号に定め

る割合を乗じて得た額を時間外勤務に係る報酬として支給する。 

（１） 第１項の勤務の時間 １００分の１５０（その時間が午後１０時か

ら翌日の午前５時までの間である場合は、１００分の１７５） 

（２） 前項の勤務（同項ただし書の勤務を除く。）の時間（次条の規定によ

り休日勤務に係る報酬が支給されることとなる時間を除く。） １００分



 

の５０ 

（休日勤務に係る報酬） 

第２３条 祝日法による休日（代休日を指定されて、当該休日に割り振られた

勤務時間の全部を勤務したパートタイム会計年度任用職員にあっては、当該

休日に代わる代休日。以下この章において「祝日法による休日等」という。）

及び年末年始の休日（代休日を指定されて、当該休日に割り振られた勤務時

間の全部を勤務したパートタイム会計年度任用職員にあっては、当該休日に

代わる代休日。以下この章において「年末年始の休日等」という。）において、

正規の勤務時間中に勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度任用

職員には、その正規の勤務時間中に勤務した全時間に対して、休日勤務に係

る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する休日勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき、第２８条

第１項に規定する勤務１時間当たりの報酬額に１００分の１２５から１０

０分の１５０までの範囲内で規則で定める割合を乗じて得た額とする。 

（夜間勤務に係る報酬） 

第２４条 正規の勤務時間として、午後１０時から翌日の午前５時までの間に

勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、その間に勤

務した全時間に対して、夜間勤務に係る報酬を支給する。 

２ 前項に規定する夜間勤務に係る報酬の額は、勤務１時間につき第２８条第

１項に規定する勤務１時間当たりの報酬額に１００分の２５を乗じて得た

額とする。 

（報酬の端数処理） 

第２５条 第２８条に規定する勤務１時間当たりの報酬額及び前３条の規定に

より勤務１時間につき支給する報酬の額を算定する場合において、当該額に、

５０銭未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０銭以上１円未満の端

数を生じたときはこれを１円に切り上げるものとする。 

（期末手当） 

第２６条 給与条例第１８条から第１８条の３までの規定は、任期が６月以上



 

のパートタイム会計年度任用職員（１週間当たりの勤務時間が著しく短い者

として規則で定める者を除く。以下この条において同じ。）について準用する。

この場合において、給与条例第１８条第４項中「それぞれその基準日現在（退

職し、若しくは失職し、又は死亡した職員にあっては、退職し、若しくは失

職し、又は死亡した日現在）において職員が受けるべき給料及び扶養手当の

月額並びにこれらに対する地域手当の月額の合計額」とあるのは、「それぞれ

その基準日（退職し、若しくは失職し、又は死亡した職員にあっては、退職

し、若しくは失職し、又は死亡した日）以前６箇月以内のパートタイム会計

年度任用職員としての在職期間における報酬（フルタイム会計年度任用職員

との権衡を考慮して規則で定める額を除く。）の１月当たりの平均額」と読み

替えるものとする。 

２ 任期が６月に満たないパートタイム会計年度任用職員の１会計年度内にお

ける会計年度任用職員としての任期の合計が６月以上に至ったときは、当該

パートタイム会計年度任用職員は、当該会計年度において、前項の任期が６

月以上のパートタイム会計年度任用職員とみなす。 

３ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度

任用職員として任用され、同日の翌日にパートタイム会計年度任用職員とし

て任用された者の任期（６月未満のものに限る。）と前会計年度における任期

（前会計年度の末日を含む期間の任用に係るものに限る。）との合計が６月

以上に至ったときは、第１項の任期が６月以上のパートタイム会計年度任用

職員とみなす。 

（報酬の支給） 

第２７条 報酬は、月の１日から末日までを計算期間とし、規則で定める期日

に支給する。 

２ 日額又は時間額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に

対しては、その者の勤務日数又は勤務時間に応じて報酬を支給する。 

３ 月額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に対しては、

当該パートタイム会計年度任用職員となった日から退職した日までの報酬



 

を支給する。ただし、死亡により退職した場合は、その月の末日までの報酬

を支給する。 

４ 前項の規定により報酬を支給する場合であって、月の１日から支給すると

き以外のとき、又は月の末日まで支給するとき以外のときは、その報酬額は、

その月の現日数から当該パートタイム会計年度任用職員について定められ

た週休日の日数を差し引いた日数を基礎として日割りによって計算する。 

（勤務１時間当たりの報酬額の算出） 

第２８条 第２２条から第２４条までに規定する勤務１時間当たりの報酬額は、

次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

（１） 月額による報酬 第２０条第１項の規定により計算して得た額に１

２を乗じて得た額を当該パートタイム会計年度任用職員について定めら

れた１週間当たりの勤務時間に５２を乗じたものから規則で定める時間

を減じたもので除して得た額 

（２） 日額による報酬 第２０条第２項の規定により計算して得た額を当

該パートタイム会計年度任用職員について定められた１日当たりの勤務

時間で除して得た額 

（３） 時間額による報酬 第２０条第３項の規定により計算して得た額 

２ 次条に規定する勤務１時間当たりの報酬額は、次の各号に掲げる区分に応

じ、当該各号に定める額とする。 

（１） 月額による報酬 前項第 1 号の規定により計算して得た額 

（２） 日額による報酬 前項第２号の規定により計算して得た額 

（報酬の減額） 

第２９条 月額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が

正規の勤務時間中に勤務しないときは、祝日法による休日等又は年末年始の

休日等である場合、有給の休暇による場合その他任命権者が定める場合を除

き、その勤務しない１時間につき、前条第２項第１号に規定する勤務１時間

当たりの報酬額を減額する。 

２ 日額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が正規の



 

勤務時間中に勤務しないときは、有給の休暇による場合その他任命権者が定

める場合を除き、その勤務しない１時間につき、前条第２項第２号に規定す

る勤務１時間当たりの報酬額を減額する。 

   第４章 パートタイム会計年度任用職員の費用弁償 

（通勤に係る費用弁償） 

第３０条 パートタイム会計年度任用職員が給与条例第１０条第１項各号に定

める通勤手当の支給要件に該当するときは、通勤に係る費用弁償を支給する。 

２ 前項の費用弁償の額及び支給日については、常時勤務を要する職を占める

職員（以下「常勤職員」という。）の例による。この場合において、その支給

の単位となる一定の期間において、規則で定める通勤の回数が少ない者に支

給する費用弁償の額は、規則で定める額とする。 

（公務のための旅行に係る費用弁償） 

第３１条 パートタイム会計年度任用職員が公務のための旅行に係る費用を負

担するときは、その旅行に係る費用弁償を支給する。 

２ 旅行に係る費用弁償の額は、山都町職員等の旅費に関する条例（平成１７

年山都町条例第４６号）の規定の適用を受ける職員の例による。この場合に

おいて、パートタイム会計年度任用職員の職務は、給与条例第３条第１項に

規定する行政職給料表における２級以下に相当するものとする。 

第５章 雑則 

（給与からの控除） 

第３２条 給与条例第６条の２の規定は、会計年度任用職員について準用する。 

（町長が特に必要と認める会計年度任用職員の給与） 

第３３条 この条例の規定にかかわらず、職務の特殊性等を考慮し町長が特に

必要と認める会計年度任用職員の給与については、常勤職員との権衡及びそ

の職務の特殊性等を考慮し、任命権者が別に定める。 

（委任） 

第３４条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 



 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（山都町町道管理人設置条例等の廃止） 

第２条 次に掲げる条例は、廃止する。 

（１） 山都町町道管理人設置条例（平成１７年条例第１３３号）  

（２） 山都町一般職非常勤職員等の勤務条件に関する条例（平成２８年条

例第１２号） 

 （令和４年３月３１日までの間における期末手当に関する特例） 

第３条 令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの間における第１７条

第１項及び第２６条第１項において準用する給与条例第１８条第２項の規

定の適用については、同項中「１００分の１３０」とあるのは「１００分の

６５」とする。 

第４条 令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間における第１７条

第１項及び第２６条第１項において準用する給与条例第１８条第２項の規

定の適用については、同項中「１００分の１３０」とあるのは「１００分の

９７．５」とする。 

 （山都町交通事故防止条例の一部改正） 

第５条 山都町交通事故防止条例（平成１７年条例第１５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第３条から第１０条までを削り、第２条の次に次の８条を加える。 

（町民の協力） 

第３条 町に住居を有し、又は町を通行する者は、交通社会の一員としての

責任を認識し、日常生活を通じて自主的、かつ、積極的に交通の安全に関

する知識及び交通マナーの向上に努めなければならない。  

２ 前項に定めるもののほか、町民は、道路交通法規に基づいて町が行う交

通安全のための対策には、誠意をもって協力しなければならない。  

（車両の使用者等の協力） 

第４条 車両を自らの事業において使用する者（以下「車両の使用者」とい



 

う。）は、使用する車両の安全な運転を確保するため、必要な措置を講じな

ければならない。 

２ 車両を運転する者（以下「車両の運転者」という。）は、歩行者の安全を

確保する等の安全な運転に努めなければならない。  

３ 前２項に定めるもののほか、車両の使用者及び車両の運転者は、町及び

関係機関が実施する交通の安全に関する施策に協力しなければならない。  

（良好な道路交通環境の確保等） 

第５条 町は、交通の安全を確保するため、交通安全施設等の整備を図り、

良好な道路交通環境を確保するように努めなければならない。  

２ 町長は、良好な道路交通環境を確保するために必要があると認めるとき

は、関係機関等に対し、必要な措置を講ずるように要請するものとする。 

（交通安全教育の推進） 

第６条 町長は、交通安全意識の高揚を図るため、家庭、地域、事業者、学

校等における安全教育を推進するものとする。  

（広報の実施及び情報の提供） 

第７条 町は、町民に対し、交通の安全に関する広報活動を積極的に行うほ

か、必要な情報の提供に努めるものとする。 

（高齢者の事故防止） 

第８条 町民及び事業者は、高齢者の交通の安全の確保を図るため、高齢者

が安心して道路を通行できるように配慮しなければならない。  

２ 高齢者は、加齢に伴って生ずる身体機能の低下を理解するとともに、交

通の安全の確保に自ら努めなければならない。  

（飲酒運転の根絶） 

第９条 町民及び事業者は、飲酒運転が重大な交通事故の原因となることを

認識するとともに、家庭、地域、事業所等において、飲酒運転及び飲酒運

転を助長する環境を根絶するための活動を行うように努めなければならな

い。 

（自転車の事故防止） 



 

第１０条 自転車を運転する者は、自転車が原因となる交通事故の防止に努

めるとともに、歩行者及び他の車両の安全に配慮しなければならない。  

２ 町は、自転車の安全な利用を促進するため、正しいルールとマナーを周

知しなければならない。 

（山都町職員定数条例の一部改正） 

第６条 山都町職員定数条例（平成１７年条例第２８号）の一部を次のように

改正する。 

第１条中「第２１条」を「第１９条」に改める。  

第２条中「臨時」を「臨時の職員（臨時の職に関する場合において臨時的

に任用される職員に限る。）」に改める。 

第５条中「前条」を「第３条」に改める。 

（公益的法人等への山都町職員の派遣等に関する条例の一部改正）  

第７条 公益的法人等への山都町職員の派遣等に関する条例（平成１７年条例

第２９号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項第３号中「第２２条第１項」を「第２２条」に、「条件附採用」

を「条件付採用」に改める。 

第９条第３号中「第２２条第１項」を「第２２条」に、「条件附採用」を「条

件付採用」に改める。 

（山都町職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部改正） 

第８条 山都町職員の分限の手続及び効果に関する条例（平成１７年条例第３

０号）の一部を次のように改正する。 

第３条に次の１項を加える。 

４ 法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員に対する第１項の規

定の適用については、同項中「３年を超えない範囲内」とあるのは、「法第

２２条の２第２項の規定に基づき任命権者が定める任期の範囲内」とする。 

（山都町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正） 

第９条 山都町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例（平成１７年条例第３

３号）の一部を次のように改正する。 



 

第３条中「給料」の次に「の額（法第２２条の２第１項第１号に掲げる職

員については、報酬の額（山都町一般職の職員の給与に関する条例（平成１

７年山都町条例第４３号）第１１条に規定する特殊勤務手当、同条例第１３

条に規定する時間外勤務手当、同条例第１４条に規定する休日勤務手当及び

同条例第１５条に規定する夜間勤務手当に相当する額を除く。））」を加える。 

（山都町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正）  

第１０条 山都町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１７年条例第３

６号）の一部を次のように改正する。 

第１８条の見出し中「臨時又は非常勤の職員」を「会計年度任用職員」に

改め、同条中「臨時又は非常勤の職員（再任用短時間勤務職員を除く。）」を

「地方公務員法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員」に、「町長」

を「、規則」に改める。 

（山都町職員の育児休業等に関する条例の一部改正）  

第１１条 山都町職員の育児休業等に関する条例（平成１７年条例第３７号）

の一部を次のように改正する。 

第７条第２項中「育児休業をしている職員」の次に「（地方公務員法（昭和

２５年法律第２６１号）第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員

（以下「会計年度任用職員」という。）を除く。）」を加える。  

第８条中「育児休業をした職員」の次に「（会計年度任用職員を除く。）」を

加える。 

第２０条中「育児短時間勤務又は育児休業法第１７条の規定による短時間

勤務をしている職員」を「次に掲げる職員」に改め、同条に次の各号を加え

る。 

（１） 育児休業法第１７条の規定による短時間勤務をしている職員  

（２） 次のいずれにも該当する非常勤職員以外の非常勤職員（地方公務員

法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員（以下「再

任用短時間勤務職員等」という。）を除く。） 

ア 特定職に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤職員  



 

イ 勤務日の日数及び勤務日ごとの勤務時間を考慮して規則で定める非常

勤職員 

第２１条第１項中「正規の勤務時間」を「勤務時間条例第８条第１項に規

定する正規の勤務時間（非常勤職員（再任用短時間勤務職員等を除く。以下

この条において同じ。）にあっては、当該非常勤職員について定められた勤務

時間）」に改める。 

第２２条中「職員」の次に「（会計年度任用職員を除く。）」を加え、同条に

次の１項を加える。 

２ 会計年度任用職員が部分休業の承認を受けて勤務しない場合には、山都

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和●年山都町条

例第●号。以下この項において「会計年度任用職員給与条例」という。）第

１９条及び第２９条の規定にかかわらず、その勤務しない１時間につき、

次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める給与の額を減額して支給

する。 

（１） 地方公務員法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員 会計年度任

用職員給与条例第２８条に規定する勤務１時間当たりの報酬額  

（２） 地方公務員法第２２条の２第１項第２号に掲げる職員 会計年度任

用職員給与条例第１８条に規定する勤務１時間当たりの給与額 

（山都町報酬及び費用弁償条例の一部改正） 

第１２条 山都町報酬及び費用弁償条例（平成１７年条例第３９号）の一部を

次のように改正する。 

第１条中「第２０３条の２第４項」を「第２０３条の２第５項」に改める。  

別表第１公民館支館長の項、町有林巡視員の部、交通指導員の部、地籍調

査推進委員の項、環境保全型農業審議会委員の部、結婚相談員の項、美しい

まちづくり推進員の項及び要保護児童対策地域協議会の部を削り、同表中「  

山都町土地改良事業換地委員

会委員 

日額 ５，９００円  

」を「 



 

山都町土地改良事業換地委員

会委員 

日額 ５，９００円  

子ども・子

育 て 会 議

委員 

会長 日額 ６，０００円  

委員 日額 ５，９００円  

社 会 教 育

委員 

委員長 日額 ６，０００円  

委員 日額 ５，９００円  

図 書 館 協

議会委員 

委員長 日額 ６，０００円  

委員 日額 ５，９００円  

」に改める。 

（山都町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正）  

第１３条 山都町一般職の職員の給与に関する条例（平成１７年条例第４３号）

の一部を次のように改正する。 

第１２条、第１３条第１項及び第３項から第５項まで並びに第１４条から

第１５条の２までの規定中「第２１条」を「第２４条」に改める。  

第２２条を次のように改める。 

（会計年度任用職員の給与） 

第２２条 法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員の給与につい

ては、この条例の規定にかかわらず、常勤の職員の給与との権衡、その職

務の特殊性等を考慮して、別に条例で定める。  

（山都町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正）  

第１４条 山都町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例（平成１７

年条例第４５号）の一部を次のように改正する。 

第１７条を次のように改める。 

（会計年度任用技能労務職員の給与） 

第１７条 地方公務員法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員と

して任用される技能労務職員の給与については、職員の給与との権衡を考

慮し、規則で定める。 



 

（山都町職員等の旅費に関する条例の一部改正）  

第１５条 山都町職員等の旅費に関する条例（平成１７年条例第４６号）の一

部を次のように改正する。 

第２６条中「非常勤職員」の次に「（地方公務員法第２２条の２第１項第１

号に掲げる職員を除く。）」を加える。 

（山都町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正）  

第１６条 山都町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成１７年条

例第１４３号）の一部を次のように改正する。  

第１９条を次のように改める。 

（会計年度任用企業職員の給与） 

第１９条 地方公務員法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員と

して任用される企業職員（次項において「会計年度任用企業職員」という。）

の給与の種類は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるところ

による。 

（１） 地方公務員法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員として任用

される企業職員 給料、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、休

日勤務手当、夜間勤務手当及び期末手当 

（２） 地方公務員法第２２条の２第１項第２号に掲げる職員として任用

される企業職員 給料、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、休

日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当及び期末手当  

２ 会計年度任用企業職員の給与の基準については、山都町会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例（令和●年山都町条例第●号）の規定

を準用する。 

（山都町職員の人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正）  

第１７条 山都町職員の人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１

８年条例第７号）の一部を次のように改正する。  

第３条中「占める職員」の次に「及び同法第２２条の２第１項第２号に掲

げる職員」を加える。 



 

（山都町美しいまちづくり条例の一部改正） 

第１８条 山都町美しいまちづくり条例（平成１８年条例第４４号）の一部を

次のように改正する。 

目次中「第４章 美しいまちづくり推進員（第１５条）」を「第４章 削除」

に改める。 

第４章を次のように改める。 

第４章 削除 

第１５条 削除 

 

別表第１（第４条関係） 

行政職給料表 

職務の級 １級 ２級 

号給 給料月額 給料月額 

１ １４４，１００ １９４，０００ 

２ １４５，２００ １９５，８００ 

３ １４６，４００ １９７，６００ 

４ １４７，５００ １９９，４００ 

５ １４８，６００ ２００，９００ 

６ １４９，７００ ２０２，７００ 

７ １５０，８００ ２０４，５００ 

８ １５１，９００ ２０６，３００ 

９ １５３，０００ ２０７，９００ 

１０ １５４，４００ ２０９，７００ 

１１ １５５，７００ ２１１，５００ 

１２ １５７，０００ ２１３，３００ 

１３ １５８，３００ ２１４，７００ 

１４ １５９，８００ ２１６，５００ 



 

１５ １６１，３００ ２１８，２００ 

１６ １６２，９００ ２２０，０００ 

１７ １６４，２００ ２２１，７００ 

１８ １６５，７００ ２２３，４００ 

１９ １６７，２００ ２２５，０００ 

２０ １６８，７００ ２２６，６００ 

２１ １７０，１００ ２２８，０００ 

２２ １７２，８００ ２２９，７００ 

２３ １７５，４００ ２３１，３００ 

２４ １７８，０００ ２３２，９００ 

２５ １８０，７００ ２３４，０００ 

２６ １８２，４００ ２３５，５００ 

２７ １８４，０００ ２３６，９００ 

２８ １８５，７００ ２３８，２００ 

２９ １８７，２００ ２３９，５００ 

３０ １８８，９００ ２４０，７００ 

３１ １９０，７００ ２４１，７００ 

３２ １９２，４００ ２４２，９００ 

３３ １９４，０００ ２４４，２００ 

３４ １９５，４００ ２４５，３００ 

３５ １９６，９００ ２４６，５００ 

３６ １９８，４００ ２４７，８００ 

３７ １９９，７００ ２４８，７００ 

３８ ２０１，０００ ２５０，１００ 

３９ ２０２，２００ ２５１，５００ 

４０ ２０３，５００ ２５２，９００ 

４１ ２０４，８００ ２５４，３００ 



 

４２ ２０６，１００ ２５５，７００ 

４３ ２０７，４００ ２５７，１００ 

４４ ２０８，７００ ２５８，４００ 

４５ ２０９，８００ ２５９，６００ 

４６ ２１１，１００ ２６０，９００ 

４７ ２１２，４００ ２６２，３００ 

４８ ２１３，７００ ２６３，６００ 

４９ ２１４，８００ ２６４，７００ 

５０ ２１５，９００ ２６５，８００ 

５１ ２１６，９００ ２６７，１００ 

５２ ２１８，０００ ２６８，４００ 

５３ ２１９，１００ ２６９，４００ 

５４ ２２０，１００ ２７０，５００ 

５５ ２２１，０００ ２７１，８００ 

５６ ２２２，０００ ２７３，１００ 

５７ ２２２，４００ ２７４，０００ 

５８ ２２３，３００ ２７５，０００ 

５９ ２２４，１００ ２７５，９００ 

６０ ２２４，９００ ２７７，０００ 

６１ ２２５，６００ ２７８，１００ 

６２ ２２６，６００ ２７９，１００ 

６３ ２２７，４００ ２８０，０００ 

６４ ２２８，３００ ２８１，０００ 

６５ ２２９，０００ ２８１，５００ 

６６ ２２９，８００ ２８２，４００ 

６７ ２３０，７００ ２８３，１００ 

６８ ２３１，７００ ２８４，０００ 



 

６９ ２３２，４００ ２８５，０００ 

７０ ２３３，１００ ２８５，８００ 

７１ ２３３，７００ ２８６，６００ 

７２ ２３４，５００ ２８７，４００ 

７３ ２３５，３００ ２８８，２００ 

７４ ２３６，０００ ２８８，７００ 

７５ ２３６，７００ ２８９，１００ 

７６ ２３７，３００ ２８９，６００ 

７７ ２３８，０００ ２８９，８００ 

７８ ２３８，８００ ２９０，１００ 

７９ ２３９，６００ ２９０，３００ 

８０ ２４０，３００ ２９０，７００ 

８１ ２４０，８００ ２９０，９００ 

８２ ２４１，５００ ２９１，１００ 

８３ ２４２，２００ ２９１，５００ 

８４ ２４２，９００ ２９１，８００ 

８５ ２４３，５００ ２９２，１００ 

８６ ２４４，２００ ２９２，４００ 

８７ ２４４，９００ ２９２，７００ 

８８ ２４５，６００ ２９３，１００ 

８９ ２４６，１００ ２９３，４００ 

９０ ２４６，６００ ２９３，８００ 

９１ ２４６，９００ ２９４，１００ 

９２ ２４７，３００ ２９４，５００ 

９３ ２４７，６００ ２９４，７００ 

９４  ２９４，９００ 

９５  ２９５，２００ 



 

９６  ２９５，６００ 

９７  ２９５，８００ 

９８  ２９６，１００ 

９９  ２９６，５００ 

１００  ２９６，９００ 

１０１  ２９７，１００ 

１０２  ２９７，４００ 

１０３  ２９７，８００ 

１０４  ２９８，１００ 

１０５  ２９８，３００ 

１０６  ２９８，６００ 

１０７  ２９９，０００ 

１０８  ２９９，３００ 

１０９  ２９９，５００ 

１１０  ２９９，９００ 

１１１  ３００，３００ 

１１２  ３００，６００ 

１１３  ３００，８００ 

１１４  ３０１，０００ 

１１５  ３０１，３００ 

１１６  ３０１，７００ 

１１７  ３０１，９００ 

１１８  ３０２，１００ 

１１９  ３０２，４００ 

１２０  ３０２，７００ 

１２１  ３０３，１００ 

１２２  ３０３，３００ 



 

１２３  ３０３，６００ 

１２４  ３０３，９００ 

１２５  ３０４，２００ 

 備考 この表は、他の給料表の適用を受けない全てのフルタイム会計年度任

用職員に適用する。ただし、第３３条に規定する会計年度任用職員を除

く。 

別表第２（第４条関係） 

イ 医療職給料表（１） 

職務の級 １級 ２級 

号給 給料月額 給料月額 

１ ２４７，９００ ３３３，１００ 

２ ２５０，４００ ３３６，１００ 

３ ２５２，９００ ３３９，０００ 

４ ２５５，４００ ３４２，０００ 

５ ２５７，６００ ３４４，７００ 

６ ２６１，４００ ３４８，０００ 

７ ２６５，２００ ３５１，１００ 

８ ２６９，０００ ３５４，２００ 

９ ２７２，６００ ３５７，０００ 

１０ ２７６，６００ ３５９，９００ 

１１ ２８０，６００ ３６３，０００ 

１２ ２８４，６００ ３６６，２００ 

１３ ２８８，４００ ３６９，１００ 

１４ ２９２，４００ ３７２，７００ 

１５ ２９６，３００ ３７５，９００ 

１６ ３００，２００ ３７９，６００ 

１７ ３０３，９００ ３８３，２００ 



 

１８ ３０７，５００ ３８５，９００ 

１９ ３１１，０００ ３８８，７００ 

２０ ３１４，６００ ３９１，４００ 

２１ ３１８，２００ ３９４，２００ 

２２ ３２１，９００ ３９６，８００ 

２３ ３２５，４００ ３９９，４００ 

２４ ３２８，９００ ４０１，８００ 

２５ ３３２，４００ ４０３，８００ 

２６ ３３５，２００ ４０６，１００ 

２７ ３３７，８００ ４０８，３００ 

２８ ３４０，４００ ４１０，６００ 

２９ ３４３，２００ ４１２，９００ 

３０ ３４５，３００ ４１５，０００ 

３１ ３４７，５００ ４１７，０００ 

３２ ３４９，９００ ４１９，１００ 

３３ ３５２，１００ ４２１，０００ 

３４ ３５４，５００ ４２２，８００ 

３５ ３５６，７００ ４２４，６００ 

３６ ３５９，２００ ４２６，６００ 

３７ ３６１，４００ ４２８，５００ 

３８ ３６３，８００ ４３０，５００ 

３９ ３６６，２００ ４３２，４００ 

４０ ３６８，４００ ４３４，４００ 

４１ ３７０，７００ ４３６，２００ 

４２ ３７２，１００ ４３８，０００ 

４３ ３７３，６００ ４３９，７００ 

４４ ３７５，０００ ４４１，５００ 



 

４５ ３７６，２００ ４４３，３００ 

４６ ３７７，６００ ４４５，１００ 

４７ ３７９，１００ ４４６，９００ 

４８ ３８０，６００ ４４８，６００ 

４９ ３８１，７００ ４５０，４００ 

５０ ３８２，７００ ４５２，１００ 

５１ ３８３，７００ ４５３，９００ 

５２ ３８４，５００ ４５５，７００ 

５３ ３８５，４００ ４５７，６００ 

５４ ３８６，３００ ４５８，８００ 

５５ ３８７，０００ ４６０，０００ 

５６ ３８７，９００ ４６１，２００ 

５７ ３８８，６００ ４６２，４００ 

５８ ３８９，５００ ４６３，４００ 

５９ ３９０，３００ ４６４，４００ 

６０ ３９１，１００ ４６５，４００ 

６１ ３９１，６００ ４６６，２００ 

６２ ３９２，１００ ４６６，９００ 

６３ ３９２，５００ ４６７，６００ 

６４ ３９３，０００ ４６８，３００ 

６５ ３９３，３００ ４６９，０００ 

６６  ４６９，７００ 

６７  ４７０，４００ 

６８  ４７１，０００ 

６９  ４７１，３００ 

７０  ４７２，０００ 

７１  ４７２，７００ 



 

７２  ４７３，４００ 

７３  ４７３，８００ 

７４  ４７４，４００ 

７５  ４７５，１００ 

７６  ４７５，８００ 

７７  ４７６，２００ 

７８  ４７６，８００ 

７９  ４７７，４００ 

８０  ４７７，９００ 

８１  ４７８，５００ 

８２  ４７９，０００ 

８３  ４７９，５００ 

８４  ４８０，０００ 

８５  ４８０，４００ 

８６  ４８１，０００ 

８７  ４８１，４００ 

８８  ４８１，９００ 

８９  ４８２，４００ 

９０  ４８３，０００ 

９１  ４８３，６００ 

９２  ４８４，０００ 

９３  ４８４，５００ 

９４  ４８５，１００ 

９５  ４８５，７００ 

９６  ４８６，３００ 

９７  ４８６，８００ 

 備考 この表は、病院、診療所に勤務する医師、歯科医師その他のフルタ



 

イム会計年度任用職員で規則で定めるものに適用する。 

ロ 医療職給料表（２） 

職務の級 １級 ２級 

号給 給料月額 給料月額 

１ １４９，０００ １８６，９００ 

２ １５０，４００ １８８，５００ 

３ １５１，８００ １９０，１００ 

４ １５３，２００ １９１，７００ 

５ １５４，４００ １９３，２００ 

６ １５６，２００ １９４，７００ 

７ １５７，９００ １９６，３００ 

８ １５９，６００ １９７，８００ 

９ １６１，３００ １９９，４００ 

１０ １６３，０００ ２０１，１００ 

１１ １６４，７００ ２０２，７００ 

１２ １６６，５００ ２０４，４００ 

１３ １６８，０００ ２０５，８００ 

１４ １６９，９００ ２０７，４００ 

１５ １７１，９００ ２０９，０００ 

１６ １７３，８００ ２１０，６００ 

１７ １７５，７００ ２１２，０００ 

１８ １７７，６００ ２１３，６００ 

１９ １７９，４００ ２１５，３００ 

２０ １８１，３００ ２１７，０００ 

２１ １８３，２００ ２１８，３００ 

２２ １８４，７００ ２１９，８００ 

２３ １８６，２００ ２２１，２００ 



 

２４ １８７，７００ ２２２，７００ 

２５ １８９，３００ ２２４，１００ 

２６ １９０，６００ ２２５，５００ 

２７ １９２，１００ ２２６，８００ 

２８ １９３，５００ ２２８，１００ 

２９ １９５，０００ ２２９，４００ 

３０ １９６，２００ ２３０，８００ 

３１ １９７，５００ ２３２，３００ 

３２ １９８，８００ ２３３，７００ 

３３ ２００，２００ ２３４，８００ 

３４ ２０１，６００ ２３６，１００ 

３５ ２０２，９００ ２３７，１００ 

３６ ２０４，３００ ２３８，４００ 

３７ ２０５，４００ ２３９，８００ 

３８ ２０６，７００ ２４１，１００ 

３９ ２０８，０００ ２４２，２００ 

４０ ２０９，３００ ２４３，５００ 

４１ ２１０，４００ ２４４，８００ 

４２ ２１１，６００ ２４５，９００ 

４３ ２１２，８００ ２４７，１００ 

４４ ２１４，０００ ２４８，２００ 

４５ ２１５，２００ ２４９，３００ 

４６ ２１６，３００ ２５０，７００ 

４７ ２１７，３００ ２５２，２００ 

４８ ２１８，４００ ２５３，５００ 

４９ ２１９，４００ ２５５，１００ 

５０ ２２０，４００ ２５６，５００ 



 

５１ ２２１，３００ ２５７，９００ 

５２ ２２２，３００ ２５９，２００ 

５３ ２２２，７００ ２６０，３００ 

５４ ２２３，６００ ２６１，７００ 

５５ ２２４，３００ ２６３，１００ 

５６ ２２５，２００ ２６４，４００ 

５７ ２２５，９００ ２６５，２００ 

５８ ２２６，８００ ２６６，５００ 

５９ ２２７，５００ ２６７，８００ 

６０ ２２８，３００ ２６９，１００ 

６１ ２２９，２００ ２７０，０００ 

６２ ２３０，０００ ２７１，２００ 

６３ ２３０，９００ ２７２，５００ 

６４ ２３１，９００ ２７３，８００ 

６５ ２３２，５００ ２７４，６００ 

６６ ２３３，３００ ２７５，７００ 

６７ ２３４，１００ ２７６，６００ 

６８ ２３４，９００ ２７７，７００ 

６９ ２３５，６００ ２７８，７００ 

７０ ２３６，３００ ２７９，７００ 

７１ ２３７，０００ ２８０，８００ 

７２ ２３７，６００ ２８１，９００ 

７３ ２３８，３００ ２８２，５００ 

７４ ２３９，１００ ２８３，２００ 

７５ ２３９，９００ ２８３，７００ 

７６ ２４０，６００ ２８４，５００ 

７７ ２４１，０００ ２８５，３００ 



 

７８ ２４１，６００ ２８５，９００ 

７９ ２４２，２００ ２８６，５００ 

８０ ２４２，８００ ２８７，１００ 

８１ ２４３，１００ ２８７，８００ 

８２ ２４３，５００ ２８８，３００ 

８３ ２４３，９００ ２８８，７００ 

８４ ２４４，２００ ２８９，１００ 

８５ ２４４，５００ ２８９，３００ 

８６  ２８９，５００ 

８７  ２８９，７００ 

８８  ２８９，９００ 

８９  ２９０，３００ 

９０  ２９０，５００ 

９１  ２９０，７００ 

９２  ２９０，９００ 

９３  ２９１，３００ 

９４  ２９１，５００ 

９５  ２９１，７００ 

９６  ２９２，０００ 

９７  ２９２，４００ 

９８  ２９２，７００ 

９９  ２９２，９００ 

１００  ２９３，２００ 

１０１  ２９３，５００ 

１０２  ２９３，７００ 

１０３  ２９３，９００ 

１０４  ２９４，２００ 



 

１０５  ２９４，５００ 

 備考 この表は、病院、診療所に勤務する薬剤師、栄養士その他のフルタ

イム会計年度任用職員で規則で定めるものに適用する。 

ハ 医療職給料表（３） 

職務の級 １級 ２級 

号給 給料月額 給料月額 

１ １６３，０００ １９０，５００ 

２ １６４，４００ １９２，６００ 

３ １６５，９００ １９４，７００ 

４ １６７，３００ １９６，７００ 

５ １６８，８００ １９８，８００ 

６ １７０，３００ ２０１，１００ 

７ １７１，８００ ２０３，４００ 

８ １７３，３００ ２０５，７００ 

９ １７４，６００ ２０８，１００ 

１０ １７６，３００ ２０９，５００ 

１１ １７７，９００ ２１０，９００ 

１２ １７９，４００ ２１２，１００ 

１３ １８０，９００ ２１３，５００ 

１４ １８２，９００ ２１４，９００ 

１５ １８４，９００ ２１６，４００ 

１６ １８６，９００ ２１７，６００ 

１７ １８９，１００ ２１９，０００ 

１８ １９１，２００ ２２０，５００ 

１９ １９３，３００ ２２２，０００ 

２０ １９５，４００ ２２３，５００ 

２１ １９７，５００ ２２４，７００ 



 

２２ １９９，７００ ２２６，４００ 

２３ ２０１，９００ ２２８，１００ 

２４ ２０４，１００ ２２９，８００ 

２５ ２０６，１００ ２３１，１００ 

２６ ２０７，４００ ２３２，８００ 

２７ ２０８，６００ ２３４，５００ 

２８ ２０９，９００ ２３６，２００ 

２９ ２１１，１００ ２３７，８００ 

３０ ２１２，２００ ２３９，２００ 

３１ ２１３，５００ ２４０，５００ 

３２ ２１４，７００ ２４１，６００ 

３３ ２１６，０００ ２４２，８００ 

３４ ２１７，３００ ２４３，９００ 

３５ ２１８，６００ ２４４，８００ 

３６ ２１９，９００ ２４５，９００ 

３７ ２２１，１００ ２４６，８００ 

３８ ２２２，５００ ２４７，９００ 

３９ ２２３，８００ ２４８，８００ 

４０ ２２５，２００ ２４９，９００ 

４１ ２２６，１００ ２５０，４００ 

４２ ２２７，５００ ２５１，３００ 

４３ ２２８，９００ ２５２，２００ 

４４ ２３０，３００ ２５３，１００ 

４５ ２３１，５００ ２５３，９００ 

４６ ２３２，９００ ２５４，９００ 

４７ ２３４，２００ ２５５，８００ 

４８ ２３５，５００ ２５６，８００ 



 

４９ ２３６，５００ ２５７，８００ 

５０ ２３７，６００ ２５８，９００ 

５１ ２３８，６００ ２６０，１００ 

５２ ２３９，７００ ２６１，３００ 

５３ ２４０，６００ ２６２，４００ 

５４ ２４１，７００ ２６３，９００ 

５５ ２４２，７００ ２６５，３００ 

５６ ２４３，７００ ２６６，７００ 

５７ ２４４，４００ ２６８，２００ 

５８ ２４５，４００ ２６９，８００ 

５９ ２４６，１００ ２７１，３００ 

６０ ２４７，１００ ２７２，８００ 

６１ ２４８，０００ ２７４，２００ 

６２ ２４９，０００ ２７５，７００ 

６３ ２４９，８００ ２７７，２００ 

６４ ２５０，８００ ２７８，５００ 

６５ ２５１，７００ ２７９，９００ 

６６ ２５２，６００ ２８１，４００ 

６７ ２５３，７００ ２８２，９００ 

６８ ２５４，６００ ２８４，４００ 

６９ ２５５，４００ ２８５，５００ 

７０ ２５６，５００ ２８７，０００ 

７１ ２５７，６００ ２８８，５００ 

７２ ２５８，７００ ２８９，９００ 

７３ ２６０，１００ ２９０，９００ 

７４ ２６１，４００ ２９２，３００ 

７５ ２６２，７００ ２９３，５００ 



 

７６ ２６３，９００ ２９４，８００ 

７７ ２６４，９００ ２９６，２００ 

７８ ２６６，０００ ２９７，５００ 

７９ ２６７，３００ ２９８，７００ 

８０ ２６８，５００ ３００，０００ 

８１ ２６９，４００ ３００，５００ 

８２ ２７０，４００ ３０１，７００ 

８３ ２７１，５００ ３０２，８００ 

８４ ２７２，６００ ３０４，０００ 

８５ ２７３，４００ ３０５，１００ 

８６ ２７４，３００ ３０６，３００ 

８７ ２７５，４００ ３０７，５００ 

８８ ２７６，５００ ３０８，６００ 

８９ ２７７，３００ ３０９，９００ 

９０ ２７８，２００ ３１１，１００ 

９１ ２７９，０００ ３１２，３００ 

９２ ２８０，０００ ３１３，５００ 

９３ ２８０，９００ ３１４，３００ 

９４ ２８１，９００ ３１５，０００ 

９５ ２８２，８００ ３１５，７００ 

９６ ２８３，８００ ３１６，３００ 

９７ ２８４，４００ ３１７，０００ 

９８ ２８５，２００ ３１７，３００ 

９９ ２８５，８００ ３１７，９００ 

１００ ２８６，７００ ３１８，６００ 

１０１ ２８７，５００ ３１９，０００ 

１０２ ２８８，３００ ３１９，６００ 



 

１０３ ２８９，１００ ３２０，２００ 

１０４ ２８９，９００ ３２０，８００ 

１０５ ２９０，６００ ３２１，２００ 

１０６ ２９１，１００ ３２１，７００ 

１０７ ２９１，６００ ３２２，２００ 

１０８ ２９２，１００ ３２２，７００ 

１０９ ２９２，３００ ３２３，１００ 

１１０ ２９２，６００ ３２３，５００ 

１１１ ２９２，８００ ３２３，８００ 

１１２ ２９３，２００ ３２４，１００ 

１１３ ２９３，５００ ３２４，５００ 

１１４ ２９３，７００ ３２４，９００ 

１１５ ２９４，１００ ３２５，３００ 

１１６ ２９４，４００ ３２５，６００ 

１１７ ２９４，７００ ３２５，８００ 

１１８ ２９５，０００ ３２６，１００ 

１１９ ２９５，３００ ３２６，５００ 

１２０ ２９５，７００ ３２６，７００ 

１２１ ２９６，０００ ３２６，９００ 

１２２ ２９６，４００ ３２７，２００ 

１２３ ２９６，７００ ３２７，５００ 

１２４ ２９７，１００ ３２７，８００ 

１２５ ２９７，３００ ３２８，０００ 

１２６ ２９７，５００ ３２８，３００ 

１２７ ２９７，８００ ３２８，７００ 

１２８ ２９８，２００ ３２８，９００ 

１２９ ２９８，４００ ３２９，１００ 



 

１３０ ２９８，７００ ３２９，３００ 

１３１ ２９９，１００ ３２９，７００ 

１３２ ２９９，５００ ３２９，９００ 

１３３ ２９９，７００ ３３０，２００ 

１３４ ３００，０００ ３３０，６００ 

１３５ ３００，４００ ３３１，０００ 

１３６ ３００，７００ ３３１，４００ 

１３７ ３００，９００ ３３１，７００ 

１３８ ３０１，２００ ３３２，１００ 

１３９ ３０１，６００ ３３２，５００ 

１４０ ３０１，９００ ３３２，９００ 

１４１ ３０２，１００ ３３３，２００ 

１４２ ３０２，５００ ３３３，６００ 

１４３ ３０２，９００ ３３３，９００ 

１４４ ３０３，２００ ３３４，３００ 

１４５ ３０３，４００ ３３４，６００ 

１４６ ３０３，６００ ３３５，０００ 

１４７ ３０３，９００ ３３５，４００ 

１４８ ３０４，３００ ３３５，８００ 

１４９ ３０４，５００ ３３６，１００ 

１５０ ３０４，７００ ３３６，５００ 

１５１ ３０５，０００ ３３６，９００ 

１５２ ３０５，３００ ３３７，３００ 

１５３ ３０５，７００ ３３７，６００ 

１５４ ３０５，９００  

１５５ ３０６，１００  

１５６ ３０６，４００  



 

１５７ ３０６，７００  

１５８ ３０７，０００  

１５９ ３０７，３００  

１６０ ３０７，６００  

１６１ ３０８，０００  

１６２ ３０８，３００  

１６３ ３０８，６００  

１６４ ３０８，９００  

１６５ ３０９，３００  

１６６ ３０９，６００  

１６７ ３０９，９００  

１６８ ３１０，２００  

１６９ ３１０，６００  

 備考 この表は、病院、診療所に勤務する保健師、助産師、看護師その他の

フルタイム会計年度任用職員で規則で定めるものに適用する。 

別表第３（第５条関係） 

等級別基準職務表 

（１） 行政職給料表 等級別基準職務表 

職務の級 基準となる職務 

１級 定型的又は補助的な業務を行う職務 

２級 相当の知識又は経験を必要とする職務 

（２） 医療職給料表（１） 等級別基準職務表 

職務の級 基準となる職務 

１級 医療業務を行う医師又は歯科医師の職務 

２級 相当の知識経験に基づき医療業務を行う医師又は歯科

医師の職務 

（３） 医療職給料表（２） 等級別基準職務表 



 

職務の級 基準となる職務 

１級 栄養士、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、

理学療法士、作業療法士、歯科衛生士又は歯科技工士の

職務 

２級 薬剤師又は管理栄養士の職務 

（４） 医療職給料表（３） 等級別基準職務表 

職務の級 基準となる職務 

１級 准看護師の職務 

２級 保健師又は看護師の職務 
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山
都
町
交

通
事
故

防
止

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条

例
第

1
5
号

)新
旧

対
照
表

 
〔
附

則
第

5
条
関

係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

 
(町

民
の
協
力

) 

第
3
条
 

町
に
住

居
を
有

し
、
又

は
町

を
通

行
す

る
者

は
、

交
通

社
会

の
一

員
と

し

て
の
責
任

を
認
識

し
、
日

常
生

活
を

通
じ

て
自

主
的

、
か

つ
、

積
極

的
に

交
通

の

安
全
に
関

す
る
知

識
及
び

交
通

マ
ナ

ー
の

向
上

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

2
 

前
項

に
定
め

る
も
の

の
ほ

か
、

町
民

は
、

道
路

交
通

法
規

に
基

づ
い

て
町

が
行

う
交
通
安

全
の
た

め
の
対

策
に

は
、

誠
意

を
も

っ
て

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
(車

両
の
使
用

者
等
の

協
力

) 

第
4
条
 

車
両
を

自
ら
の

事
業
に

お
い

て
使

用
す

る
者

(以
下

「
車

両
の

使
用

者
」

と

い
う
。

)は
、

使
用
す

る
車

両
の

安
全

な
運

転
を

確
保

す
る

た
め

、
必

要
な

措
置

を

講
じ
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

2
 

車
両

を
運
転

す
る
者

(以
下

「
車

両
の

運
転

者
」

と
い

う
。

)は
、

歩
行

者
の

安
全

を
確
保
す

る
等
の

安
全
な

運
転

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

3
 

前
2
項
に
定

め
る
も

の
の
ほ

か
、

車
両

の
使

用
者

及
び

車
両

の
運

転
者

は
、

町
及

び
関
係
機

関
が
実

施
す
る

交
通

の
安

全
に

関
す

る
施

策
に

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。

 

 
(良

好
な
道
路

交
通
環

境
の
確

保
等

) 

第
5
条
 

町
は
、

交
通
の

安
全
を

確
保

す
る

た
め

、
交

通
安

全
施

設
等

の
整

備
を

図

り
、
良
好

な
道
路

交
通
環

境
を

確
保

す
る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

2
 

町
長

は
、
良

好
な
道

路
交

通
環

境
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き
は
、

関
係
機

関
等
に

対
し

、
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

よ
う

に
要

請
す

る
も

の

と
す
る
。
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(交

通
安
全
教

育
の
推

進
) 

第
6
条
 

町
長
は

、
交
通

安
全
意

識
の

高
揚

を
図

る
た

め
、

家
庭

、
地

域
、

事
業

者
、
学
校

等
に
お

け
る
安

全
教

育
を

推
進

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(広

報
の
実
施

及
び
情

報
の
提

供
) 

第
7
条
 

町
は
、

町
民
に

対
し
、

交
通

の
安

全
に

関
す

る
広

報
活

動
を

積
極

的
に

行

う
ほ
か
、

必
要
な

情
報
の

提
供

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(高

齢
者
の
事

故
防
止

) 

第
8
条
 

町
民
及

び
事
業

者
は
、

高
齢

者
の

交
通

の
安

全
の

確
保

を
図

る
た

め
、

高

齢
者
が
安

心
し
て

道
路
を

通
行

で
き

る
よ

う
に

配
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

2
 

高
齢

者
は
、

加
齢
に

伴
っ

て
生

ず
る

身
体

機
能

の
低

下
を

理
解

す
る

と
と

も

に
、
交
通

の
安
全

の
確
保

に
自

ら
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
(飲

酒
運
転
の

根
絶

) 

第
9
条
 

町
民
及

び
事
業

者
は
、

飲
酒

運
転

が
重

大
な

交
通

事
故

の
原

因
と

な
る

こ

と
を
認
識

す
る
と

と
も
に

、
家

庭
、

地
域

、
事

業
所

等
に

お
い

て
、

飲
酒

運
転

及

び
飲
酒
運

転
を
助

長
す
る

環
境

を
根

絶
す

る
た

め
の

活
動

を
行

う
よ

う
に

努
め

な

け
れ
ば
な

ら
な
い

。
 

 
(自

転
車
の
事

故
防
止

) 

第
1
0
条

 
自
転

車
を
運

転
す
る

者
は

、
自

転
車

が
原

因
と

な
る

交
通

事
故

の
防

止
に

努
め
る
と

と
も
に

、
歩
行

者
及

び
他

の
車

両
の

安
全

に
配

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

2
 

町
は

、
自
転

車
の
安

全
な

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

正
し

い
ル

ー
ル

と
マ

ナ
ー

を
周
知
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

(町
民

の
協
力

) 

第
3
条
 

町
に
住

居
を

有
し

、
又

は
町

を
通

行
す

る
者
は

、
道
路

交
通
法

規
に
基

づ

い
て
町
が

行
う

交
通

安
全

の
た

め
の

対
策

及
び

町
が
任
命

し
た
山

都
町
交

通
指
導
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員
の
交
通

安
全

に
関

す
る

指
導

に
は

、
誠

意
を

も
っ
て
協

力
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

(交
通

指
導
員

の
設

置
) 

第
4
条
 

町
は
、

交
通

事
故

防
止

の
徹

底
を

期
す

る
た
め

山
都
町

交
通
指

導
員

(以
下

「
指
導
員

」
と

い
う

。
)を

置
き

、
員

数
は

、
3
7
人
以

内
と
す
る

。
 

2
 

指
導

員
は
、

原
則

と
し

て
次

に
該

当
す

る
者

の
う
ち

か
ら
町

長
が
委

嘱
す
る

。
 

(1
) 

町
に
居

住
し

、
年

齢
満

2
0
歳

以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

(2
) 

身
体
強

健
で

指
導

力
を

有
す

る
と

認
め

ら
れ

る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

3
 

指
導

員
の
任

期
は

、
2
年

と
す

る
。

た
だ

し
、

再
任
を

妨
げ
な

い
。

 

 

(指
導

員
の
任

務
) 

第
5
条
 

指
導
員

の
任

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(1
) 

町
長
の

命
を

受
け

、
警

察
そ

の
他

交
通

安
全

推
進
機

関
と
緊

密
な
連

絡
を
と

り
、
交
通

安
全

に
必

要
な

指
導

及
び

交
通

安
全
思

想
の
普

及
及
び

高
揚
に

努
め

る
こ
と
。

 

(2
) 

街
路
で

交
通

指
導

に
当

た
る

こ
と

。
 

(3
) 

前
号
の

規
定

に
よ

る
任

務
中

に
お

い
て

、
交

通
事
故

の
発
生

及
び
著

し
い
交

通
渋
滞
等

が
あ

る
と

き
は

、
速

や
か

に
所

轄
警
察

署
に
連

絡
す
る

こ
と
。

 

 

(被
服

等
の
貸

与
) 

第
6
条
 

町
長
は

、
指

導
員

に
対

し
被

服
及

び
装

備
品

(以
下
「

貸
与
品

」
と
い

う
。

)

を
貸
与
す

る
。

 

(1
) 

指
導
員

は
、

離
職

し
た

と
き

は
、

貸
与

品
を

返
還
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

(2
) 

指
導
員

が
貸

与
品

の
一

部
又

は
全

部
を

き
損

し
、
又

は
亡
失

し
た
と

き
は
、

実
費
を
弁

償
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し
、

き
損
又

は
亡
失

が
指
導

員
の

責
め
に
帰

す
べ

き
事

由
に

基
づ

か
な

い
場

合
は
、

こ
の
限

り
で
な

い
。

 

 

(教
育

訓
練

) 
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第
7
条
 

指
導
員

は
、

町
長

が
次

に
掲

げ
る

事
項

に
つ
い

て
、
所

轄
警
察

署
及
び

交

通
安
全
協

会
等

の
協

力
を

得
て

行
う

教
育

訓
練

を
受
け
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

(1
) 

指
導
員

と
し

て
の

心
構

え
 

(2
) 

交
通
法

令
及

び
指

導
員

の
要

領
 

(3
) 

そ
の
他

指
導

員
と

し
て

必
要

な
知

識
技

能
 

(災
害

補
償

) 

第
8
条
 

町
長
は

、
指

導
員

が
公

務
上

の
災

害
を

受
け
た

場
合
は

、
速
や

か
に
公

務

災
害
補
償

の
手

続
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

措
置
し
て

お
く
も

の
と
す

る
。

 

 

(解
職

) 

第
9
条
 

町
長
は

、
指

導
員

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か
に

該
当
す

る
と
き

は
、
任

期

中
に
お
い

て
も

こ
れ

を
解

職
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(1
) 

心
身
の

故
障

の
た

め
職

務
の

遂
行

が
で

き
な

い
と
き

。
 

(2
) 

刑
事
事

件
に

関
し

起
訴

さ
れ

た
と

き
。

 

(3
) 

そ
の
他

町
長

が
不

適
当

と
認

め
た

と
き

。
 

 

(報
酬

等
) 

第
1
0
条

 
指
導

員
の

報
酬

及
び

旅
費

は
、

山
都

町
報
酬
及

び
費
用

弁
償
条

例
(平

成
1

7
年

山
都

町
条

例
第

3
9
号

)の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
。

 

 

  
 



5
/2

8
 

山
都
町
職

員
定
数

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条

例
第

2
8
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附
則

第
6
条

関
係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(趣
旨

) 
(趣

旨
) 

第
1
条
 

こ
の
条

例
は

、
地

方
自

治
法

(昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

)第
1
3
8
条

第
6
項
、

第
1
7
2
条

第
3
項

、
第

1
9
1
条

第
2
項

及
び

第
2
0
0
条
第

6
項
、

地
方

教
育
行

政
の
組

織
及
び
運

営
に

関
す

る
法

律
(昭

和
3
1
年

法
律

第
1
6
2
号

)第
2
1
条

及
び
第

3
1
条

第
3

項
並
び
に

農
業

委
員

会
等

に
関

す
る

法
律

(昭
和

2
6
年
法

律
第

8
8
号

)第
2
6
条
第

2

項
の
規
定

に
基

づ
き

、
職

員
の

定
数

に
関

し
必

要
な
事
項

を
定
め

る
も
の

と
す

る
。

 

第
1
条
 

こ
の
条

例
は
、

地
方
自

治
法

(昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

)第
1
3
8
条

第
6
項

、

第
1
7
2
条

第
3
項
、
第

1
9
1
条

第
2
項

及
び

第
2
0
0
条

第
6
項

、
地

方
教

育
行

政
の

組

織
及
び
運

営
に
関

す
る
法

律
(昭

和
3
1
年

法
律

第
1
6
2
号

)第
1
9
条

及
び

第
3
1
条

第
3

項
並
び
に

農
業
委

員
会
等

に
関

す
る

法
律

(昭
和

2
6
年

法
律

第
8
8
号

)第
2
6
条

第
2

項
の
規
定

に
基
づ

き
、
職

員
の

定
数

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

(定
義

) 
(定

義
) 

第
2
条
 

こ
の
条

例
に

お
い

て
「

職
員

」
と

は
、

町
長
、

議
会
、

教
育
委

員
会
、

農

業
委
員
会

、
監

査
委

員
及

び
選

挙
管

理
委

員
会

の
事
務
部

局
等
並

び
に
公

営
企
業

に
勤
務
す

る
一

般
職

の
職

員
(臨

時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
又

は
非

常
勤
の
職

員
を
除

く
。

)を
い

う
。

 

第
2
条
 

こ
の
条

例
に
お

い
て
「

職
員

」
と

は
、

町
長

、
議

会
、

教
育

委
員

会
、

農

業
委
員
会

、
監
査

委
員
及

び
選

挙
管

理
委

員
会

の
事

務
部

局
等

並
び

に
公

営
企

業

に
勤
務
す

る
一
般

職
の
職

員
(臨

時
の

職
員

(臨
時

の
職

に
関

す
る

場
合

に
お

い
て

臨
時
的
に

任
用
さ

れ
る
職

員
に

限
る

。
)又

は
非

常
勤

の
職

員
を

除
く

。
)を

い

う
。

 

(職
員

定
数
の

配
分

) 
(職

員
定
数
の

配
分

) 

第
5
条
 

前
条

 
に

掲
げ

る
職

員
の

当
該

事
務

局
内

の
配
分

は
、
そ

れ
ぞ
れ

任
命
権

者

が
定
め
る

。
 

第
5
条
 

第
3
条

に
掲
げ

る
職

員
の

当
該

事
務

局
内

の
配

分
は

、
そ

れ
ぞ

れ
任

命
権

者

が
定
め
る

。
 

  
 



6
/2

8
 

公
益
的
法

人
等
へ

の
山

都
町

職
員

の
派

遣
等

に
関

す
る
条

例
(平

成
1
7
年
山
都

町
条
例

第
2
9
号

)新
旧

対
照
表

 
〔
附

則
第

7
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(公
益

的
法
人

等
へ

の
職

員
の

派
遣

) 
(公

益
的
法
人

等
へ
の

職
員
の

派
遣

) 

第
2
条
 

（
略
）

 
第

2
条
 

（
略
）

 

2
 

法
第

2
条
第

1
項

に
規

定
す

る
条

例
で

定
め

る
職
員
は

、
次
に

掲
げ
る

職
員
と

す

る
。

 

2
 

法
第

2
条
第

1
項
に

規
定
す
る

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員
と

す

る
。

 

(1
)・

(2
) 

（
略

）
 

(1
)・

(2
) 

（
略
）

 

(3
) 

地
方
公

務
員

法
第

2
2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
条
件

附
採
用

に
な
っ

て
い
る

職

員
(規

則
で

定
め

る
職

員
を

除
く

。
) 

(3
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

 
 
 
 
 
に

規
定

す
る

条
件

付
採

用
に

な
っ

て
い

る
職

員
(規

則
で
定

め
る
職

員
を

除
く

。
) 

(4
)・

(5
) 

（
略

）
 

(4
)・

(5
) 

（
略
）

 

3
 

（
略

）
 

3
 

（
略

）
 

(法
第

1
0
条

第
1
項

に
規

定
す

る
条

例
で

定
め

る
職

員
) 

(法
第

1
0
条

第
1
項
に
規

定
す

る
条

例
で

定
め

る
職

員
) 

第
9
条
 

法
第

1
0
条

第
1
項

に
規

定
す

る
条

例
で

定
め
る
職

員
は
、

次
に
掲

げ
る
職

員

と
す
る
。

 

第
9
条
 

法
第

1
0
条
第

1
項
に

規
定

す
る

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員

と
す
る
。

 

(1
)・

(2
) 

（
略

）
 

(1
)・

(2
) 

（
略
）

 

(3
) 

地
方
公

務
員

法
第

2
2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
条
件

附
採
用

に
な
っ

て
い
る

職

員
(規

則
で

定
め

る
職

員
を

除
く

。
) 

(3
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

 
 
 
 
 
に

規
定

す
る

条
件

付
採

用
に

な
っ

て
い

る
職

員
(規

則
で
定

め
る
職

員
を

除
く

。
) 

(4
)・

(5
) 

（
略

）
 

(4
)・

(5
) 

（
略
）

 

  
 



7
/2

8
 

山
都
町
職

員
の
分

限
の

手
続

及
び

効
果

に
関

す
る

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条
例

第
3
0
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附
則

第
8
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(休
職

) 
(休

職
) 

第
3
条
 

（
略
）

 
第

3
条
 

（
略
）

 

2
・

3
 

（
略
）

 
2
・

3
 

（
略
）

 

 
4
 

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項
に

規
定

す
る

会
計

年
度

任
用

職
員

に
対

す
る

第
1
項

の
規

定

の
適
用
に

つ
い
て

は
、
同

項
中

「
3
年

を
超

え
な

い
範

囲
内

」
と

あ
る

の
は

、

「
法
第

2
2
条
の

2
第

2
項
の
規

定
に

基
づ

き
任

命
権

者
が

定
め

る
任

期
の

範
囲

内
」

と
す
る
。

 

  
 



8
/2

8
 

山
都
町
職

員
の
懲

戒
の

手
続

及
び

効
果

に
関

す
る

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条
例

第
3
3
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附
則

第
9
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(減
給

の
効
果

) 
(減

給
の
効
果

) 

第
3
条
 

減
給
は

、
1
日

以
上

6
月

以
下

の
期

間
、

給
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
の

1
0
分

の
1
以

下
に

相
当

す
る

額
を

給
与

か
ら
減

ず
る
も

の
と
す

る
。

 

第
3
条
 

減
給
は

、
1
日

以
上

6
月

以
下

の
期

間
、

給
料

の
額

(法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

第

1
号

に
掲

げ
る
職

員
に
つ

い
て

は
、

報
酬

の
額

(山
都

町
一

般
職

の
職

員
の

給
与

に

関
す
る
条

例
(平

成
1
7
年

山
都

町
条

例
第

4
3
号

)第
1
1
条

に
規

定
す

る
特

殊
勤

務
手

当
、
同
条

例
第

1
3
条
に

規
定

す
る

時
間

外
勤

務
手

当
、

同
条

例
第

1
4
条

に
規

定
す

る
休
日
勤

務
手
当

及
び
同

条
例

第
1
5
条

に
規

定
す

る
夜

間
勤

務
手

当
に

相
当

す
る

額
を
除
く

。
))
の

1
0
分
の

1
以

下
に

相
当

す
る

額
を

給
与

か
ら

減
ず

る
も

の
と

す

る
。

 

  
 



9
/2

8
 

山
都
町
職

員
の
勤

務
時

間
、

休
暇

等
に

関
す

る
条

例
(平

成
1
7
年

山
都
町

条
例
第

3
6
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附
則

第
1
0
条
関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(臨
時

又
は
非

常
勤

の
職

員
の

勤
務

時
間

、
休

暇
等

) 
(会

計
年
度
任

用
職
員

 
 
 
 
の

勤
務

時
間

、
休

暇
等

) 

第
1
8
条

 
臨
時

又
は

非
常

勤
の

職
員

(再
任

用
短

時
間

勤
務
職
員

を
除
く

。
) 

 
の
勤

務
時
間
、

休
暇

等
に

つ
い

て
は

、
第

2
条

か
ら

前
条
ま
で

の
規
定

に
か
か

わ
ら

ず
、
そ
の

職
務

の
性

質
等

を
考

慮
し

て
町

長
 
 
の

定
め
る

基
準
に

従
い
、

任
命
権

者
が
別
に

定
め

る
。

 

第
1
8
条

 
地
方

公
務
員

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る
会

計
年

度
任

用
職

員
の

勤

務
時
間
、

休
暇
等

に
つ
い

て
は

、
第

2
条

か
ら

前
条

ま
で

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
そ
の

職
務
の

性
質
等

を
考

慮
し

て
、

規
則

の
定

め
る

基
準

に
従

い
、

任
命

権

者
が
別
に

定
め
る

。
 

  
 



1
0
/2

8
 

山
都
町
職

員
の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

条
例

(平
成

1
7
年

山
都
町

条
例
第

3
7
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附
則

第
1
1
条
関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(育
児

休
業
を

し
て

い
る

職
員

の
期

末
手

当
等

の
支
給

) 
(育

児
休
業
を

し
て
い

る
職
員

の
期

末
手

当
等

の
支

給
) 

第
7
条
 

（
略
）

 
第

7
条
 

（
略
）

 

2
 

給
与

条
例
第

1
9
条

に
規

定
す

る
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準
日

に
育
児

休
業
を

し
て
い

る

職
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
う

ち
、
基
準

日
以

前
6
箇

月
以

内
の

期
間

に
お

い
て

勤
務
し

た
期
間

が
あ
る

職
員
に

は
、
当
該

基
準

日
に

係
る

勤
勉

手
当

を
支

給
す

る
。

 

2
 

給
与

条
例
第

1
9
条

に
規
定

す
る

そ
れ

ぞ
れ

の
基

準
日

に
育

児
休

業
を

し
て

い
る

職
員

(地
方
公

務
員
法

(昭
和

2
5
年

法
律

第
2
6
1
号

)第
2
2
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る

会
計
年
度

任
用
職

員
(以

下
「

会
計

年
度

任
用

職
員

」
と

い
う

。
)を

除
く

。
)の

う

ち
、
基
準

日
以
前

6
箇
月

以
内

の
期

間
に

お
い

て
勤

務
し

た
期

間
が

あ
る

職
員

に

は
、
当
該

基
準
日

に
係
る

勤
勉

手
当

を
支

給
す

る
。

 

(育
児

休
業
を

し
た

職
員

の
職

務
復

帰
後

に
お

け
る
号
給

の
調
整

) 
(育

児
休
業
を

し
た
職

員
の
職

務
復

帰
後

に
お

け
る

号
給

の
調

整
) 

第
8
条
 

育
児
休

業
を

し
た

職
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
職

務
に
復

帰

し
た
場
合

に
お

い
て

、
部

内
の

他
の

職
員

と
の

均
衡
上
必

要
が
あ

る
と
認

め
ら
れ

る
と
き
は

、
当

該
育

児
休

業
の

期
間

を
1
0
0
分

の
1
0
0
以
下

の
換

算
率
に

よ
り
換

算

し
て
得
た

期
間

を
引

き
続

き
勤

務
し

た
も

の
と

み
な
し
て

、
そ
の

職
務
に

復
帰
し

た
日
及
び

そ
の

日
後

に
お

け
る

最
初

の
昇

給
日

(山
都

町
一
般
職

の
職
員

の
初
任

給
、
昇
格

、
昇

給
等

に
関

す
る

規
則

(平
成

1
7
年
山

都
町

規
則
第

2
5
号

)第
3
1
条

に

規
定
す
る

昇
給

日
を

い
う

。
)又

は
そ

の
い

ず
れ

か
の
日

に
、
昇

給
の
場

合
に
準

じ

て
そ
の
者

の
号

給
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
8
条
 

育
児
休

業
を
し

た
職
員

(会
計

年
度

任
用

職
員

を
除

く
。

)が
職

務
に

復
帰

し

た
場
合
に

お
い
て

、
部
内

の
他

の
職

員
と

の
均

衡
上

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る

と
き
は
、

当
該
育

児
休
業

の
期

間
を

1
0
0
分

の
1
0
0
以

下
の

換
算

率
に

よ
り

換
算

し

て
得
た
期

間
を
引

き
続
き

勤
務

し
た

も
の

と
み

な
し

て
、

そ
の

職
務

に
復

帰
し

た

日
及
び
そ

の
日
後

に
お
け

る
最

初
の

昇
給

日
(山

都
町

一
般

職
の

職
員

の
初

任
給

、

昇
格
、
昇

給
等
に

関
す
る

規
則

(平
成

1
7
年

山
都

町
規

則
第

2
5
号

)第
3
1
条

に
規

定

す
る
昇
給

日
を
い

う
。

)又
は

そ
の

い
ず

れ
か

の
日

に
、

昇
給

の
場

合
に

準
じ

て
そ

の
者
の
号

給
を
調

整
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(部
分

休
業
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
職

員
) 

(部
分

休
業
を

す
る
こ

と
が
で

き
な

い
職

員
) 

第
2
0
条

 
育
児

休
業

法
第

1
9
条

第
1
項

の
条

例
に

定
め
る

職
員
は

、
育
児

短
時
間

勤

務
又
は
育

児
休

業
法

第
1
7
条

の
規

定
に

よ
る

短
時

間
勤
務

を
し
て

い
る
職

員
と
す

る
。

 

第
2
0
条

 
育
児

休
業
法

第
1
9
条

第
1
項

の
条

例
に

定
め

る
職

員
は

、
次

に
掲

げ
る

職

員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

す

る
。

 

 
(1

) 
育
児
休

業
法
第

1
7
条

の
規

定
に

よ
る

短
時

間
勤

務
を

し
て

い
る

職
員
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(2

) 
次
の
い

ず
れ
に

も
該
当

す
る

非
常

勤
職

員
以

外
の

非
常

勤
職

員
(地

方
公

務

員
法
第

2
8
条
の

5
第

1
項
に

規
定

す
る

短
時

間
勤

務
の

職
を

占
め

る
職

員
(以

下

「
再
任
用

短
時
間

勤
務
職

員
等

」
と

い
う

。
)を

除
く

。
) 

ア
 

特
定

職
に
引

き
続

き
在

職
し

た
期

間
が

1
年

以
上

で
あ

る
非

常
勤

職
員

 

イ
 

勤
務

日
の
日

数
及

び
勤

務
日

ご
と

の
勤

務
時

間
を

考
慮

し
て

規
則

で
定

め

る
非
常
勤

職
員

 

(部
分

休
業
の

承
認

) 
(部

分
休
業
の

承
認

) 

第
2
1
条

 
部
分

休
業

(育
児

休
業

法
第

1
9
条

第
1
項

に
規
定
す
る

部
分
休

業
を
い

う
。

以
下
同
じ

。
)の

承
認

は
、

正
規

の
勤

務
時

間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
始
め
又

は
終

わ
り

に
お

い
て

、
3
0
分

を
単

位
と
し
て

行
う
も
の

と
す
る

。
 

第
2
1
条

 
部
分

休
業

(育
児
休
業

法
第

1
9
条

第
1
項

に
規

定
す

る
部

分
休

業
を

い
う

。

以
下
同
じ

。
)の

承
認

は
、

勤
務

時
間

条
例

第
8
条

第
1
項

に
規

定
す

る
正

規
の

勤
務

時
間

(非
常
勤

職
員

(再
任
用

短
時

間
勤

務
職

員
等

を
除

く
。

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
同
じ
。

)に
あ
っ
て

は
、
当

該
非

常
勤

職
員

に
つ

い
て

定
め

ら
れ

た
勤

務
時

間
)

の
始
め
又

は
終
わ

り
に
お

い
て

、
3
0
分

を
単

位
と

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

2
・

3
 

（
略
）

 
2
・

3
 

（
略
）

 

(部
分

休
業
を

し
て

い
る

職
員

の
給

与
の

取
扱

い
) 

(部
分

休
業
を

し
て
い

る
職
員

の
給

与
の

取
扱

い
) 

第
2
2
条

 
職
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
部
分

休
業
の

承
認
を

受
け
て

勤

務
し
な
い

場
合

に
は

、
給

与
条

例
第

5
条

の
規

定
に
か
か

わ
ら
ず

、
そ
の

勤
務
し

な
い

1
時

間
に

つ
き

、
給

与
条

例
第

2
1
条

に
規

定
す
る

勤
務

1
時

間
当
た

り
の
給

与

額
を
減
額

し
て

支
給

す
る

。
 

第
2
2
条

 
職
員

(会
計
年

度
任

用
職

員
を

除
く

。
)が

部
分

休
業

の
承

認
を

受
け

て
勤

務
し
な
い

場
合
に

は
、
給

与
条

例
第

5
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

勤
務

し

な
い

1
時

間
に
つ

き
、
給

与
条

例
第

2
1
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与

額
を
減
額

し
て
支

給
す
る

。
 

 
2
 

会
計

年
度
任

用
職
員

が
部

分
休

業
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
場

合
に

は
、

山
都
町
会

計
年
度

任
用
職

員
の

給
与

及
び

費
用

弁
償

に
関

す
る

条
例

(令
和

●
年

山

都
町
条
例

第
●
号

。
以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

会
計

年
度

任
用

職
員

給
与

条
例

」

と
い
う
。

)第
1
9
条

及
び

第
2
9
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

勤
務

し
な

い
1
時

間
に
つ
き

、
次
の

各
号
に

掲
げ

る
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
給

与
の

額

を
減
額
し

て
支
給

す
る
。

 

(1
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

の
2
第

1
項

第
1
号

に
掲

げ
る

職
員

 
会

計
年

度
任

用
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職
員
給
与

条
例
第

2
8
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
報

酬
額

 

(2
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

の
2
第

1
項

第
2
号

に
掲

げ
る

職
員

 
会

計
年

度
任

用

職
員
給
与

条
例
第

1
8
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額
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山
都
町
報

酬
及
び

費
用

弁
償

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条

例
第

3
9
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附

則
第

1
2
条

関
係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(趣
旨

) 
(趣

旨
) 

第
1
条
 

こ
の
条

例
は

、
地

方
自

治
法

(昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

)第
2
0
3
条

の
2
第

4
項

の
規
定
に

基
づ

き
、

特
別

職
の

非
常

勤
の

職
員

(以
下

「
非
常
勤

職
員
」

と
い

う
。

)及
び
同

法
第

1
0
0
条

に
よ

る
出

頭
者

(以
下
「
関

係
人
出
頭

者
」
と

い
う
。

)

の
報
酬
及

び
費

用
弁

償
の

支
給

に
関

し
必

要
な

事
項
を
定

め
る
も

の
と
す

る
。

 

第
1
条
 

こ
の
条

例
は
、

地
方
自

治
法

(昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

)第
2
0
3
条

の
2
第

5
項

の
規
定
に

基
づ
き

、
特
別

職
の

非
常

勤
の

職
員

(以
下

「
非

常
勤

職
員

」
と

い

う
。

)及
び
同

法
第

1
0
0
条

に
よ

る
出

頭
者

(以
下

「
関

係
人

出
頭

者
」

と
い

う
。

)

の
報
酬
及

び
費
用

弁
償
の

支
給

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

別
表
第

1
(第

2
条
関

係
) 

別
表
第

1
(第

2
条
関

係
) 

区
分

 
報

酬
 

備
考

 

選
挙
管
理

委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,8

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

6
,5

0
0
円

  
 

教
育
委
員

 
委

員
 

年
額

 
1
7
3
,0

0
0
円

  
 

監
査
委
員

 
識

見
を

有
す

る
者

の
う
ち

か
ら

選
任

さ
れ
た

委
員

 

日
額

 
7
,0

0
0
円

  
 

議
員
の

中
か

ら
選

任
さ
れ

た
委

員
 

日
額

 
6
,9

0
0
円

  

農
業
委
員

 
会

長
 

年
額

 
基

本
額

 
2
6
5
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の
範
囲

内
で

町
長

が
定
め

る

額
) 

 

委
員

 
年

額
 

基
本

額
 

2
4
0
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の
範
囲

内
で

町
長

が
定
め

る

 

区
分

 
報

酬
 

備
考

 

選
挙
管
理

委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,8

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

6
,5

0
0
円

  
 

教
育
委
員

 
委

員
 

年
額

 
1
7
3
,0

0
0
円

  
 

監
査
委
員

 
識

見
を
有

す
る
者

の
う
ち
か

ら
選
任

さ
れ
た
委

員
 

日
額

 
7
,0

0
0
円

  
 

議
員
の
中

か
ら
選

任
さ
れ
た

委
員

 

日
額

 
6
,9

0
0
円

  

農
業
委
員

 
会

長
 

年
額

 
基

本
額

 
2
6
5
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の

範
囲

内
で

町
長

が
定

め
る

額
) 

 

委
員

 
年

額
 

基
本

額
 

2
4
0
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の

範
囲

内
で

町
長

が
定

め
る
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額
) 

農
地
利

用
最

適
化

推
進
委

員
 

年
額

 
基

本
額

 
1
2
0
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の
範
囲

内
で

町
長

が
定
め

る

額
) 

 

投
票
所
の

投
票
管

理
者

 
1
回

に
つ

き
 

8
,1

0
0
円

  
 

期
日
前
投

票
所
の

投
票

管
理

者
 1
回

に
つ

き
 

8
,1

0
0
円

  
 

開
票
管
理

者
(選

挙
長

) 
1
回

に
つ

き
 

6
,6

0
0
円

  
 

投
票
所
の

投
票
立

会
人

 
1
回

に
つ

き
 

7
,9

0
0
円

  
 

期
日
前
投

票
所
の

投
票

立
会

人
 1
回

に
つ

き
 

7
,9

0
0
円

  
 

開
票
立
会

人
(選

挙
立

会
人

) 
1
回

に
つ

き
 

6
,4

0
0
円

  
 

固
定
資
産

評
価
審

査
委

員
 

日
額

 
6
,0

0
0
円

  
 

公
民
館
運

営
審
議
会

委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

学
校
医

 
医

師
 

年
額

 
1
校

当
た

り
 

1
6
3
,0

0

0
円

 

 
 

歯
科
医

 
年

額
 

1
校

当
た

り
 

1
6
3
,0

0

0
円

 

 
 

額
) 

農
地
利
用

最
適
化

推
進
委
員

 

年
額

 
基

本
額

 
1
2
0
,0

0
0
円

  

能
率

額
(予

算
の

範
囲

内
で

町
長

が
定

め
る

額
) 

 

投
票
所
の

投
票
管

理
者

 
1
回

に
つ

き
 

8
,1

0
0
円

  
 

期
日
前
投

票
所
の

投
票
管

理
者

 1
回

に
つ

き
 

8
,1

0
0
円

  
 

開
票
管
理

者
(選

挙
長

) 
1
回

に
つ

き
 

6
,6

0
0
円

  
 

投
票
所
の

投
票
立

会
人

 
1
回

に
つ

き
 

7
,9

0
0
円

  
 

期
日
前
投

票
所
の

投
票
立

会
人

 1
回

に
つ

き
 

7
,9

0
0
円

  
 

開
票
立
会

人
(選

挙
立

会
人

) 
1
回

に
つ

き
 

6
,4

0
0
円

  
 

固
定
資
産

評
価
審

査
委
員

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

公
民
館
運

営
審
議
会

委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

学
校
医

 
医

師
 

年
額

 
1
校

当
た

り
 

1
6
3
,0

0

0
円

 

 
 

歯
科
医

 
年

額
 

1
校

当
た

り
 

1
6
3
,0

0

0
円
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薬
剤
師

 
年

額
 

1
校

当
た

り
 

1
1
0
,0

0

0
円

 

 
 

公
民
館
支

館
長

 
年

額
 

2
6
,7

0
0
円

  
 

ス
ポ
ー
ツ

推
進
委

員
 

年
額

 
4
0
,0

0
0
円

  
 

町
有
林
巡

視
員

 
年

額
 

均
等

割
 

3
0
,0

0
0
円

 
 

 

面
積

割
 

5
0
0
／

1
h

a
  

 

町
医

 
年

額
 

2
2
0
,0

0
0
円

  
 

交
通
指
導

員
 

隊
長

 
年

額
 

8
0
,0

0
0
円

  

副
隊
長

 
年

額
 

7
0
,0

0
0
円

  

支
部
長

 
年

額
 

6
0
,0

0
0
円

  

委
員

 
年

額
 

5
0
,0

0
0
円

  

特
別
職
報

酬
等
審

議
会

委
員

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

男
女
共
同

参
画
社
会

促
進
懇
話

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

保
健
福
祉

総
合
計
画

策
定
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

包
括
医
療

セ
ン
タ
ー

そ
よ
う
病

院
運
営
委

員
会

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

国
民
健
康

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

薬
剤
師

 
年

額
 

1
校

当
た

り
 

1
1
0
,0

0

0
円

 

 
 

ス
ポ
ー
ツ

推
進
委

員
 

年
額

 
4
0
,0

0
0
円

  
 

町
医

 
年

額
 

2
2
0
,0

0
0
円

  
 

特
別
職
報

酬
等
審

議
会
委

員
 

日
額

 
6
,0

0
0
円

  
 

男
女
共
同

参
画
社
会

促
進
懇
話

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

保
健
福
祉

総
合
計
画

策
定
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

包
括
医
療

セ
ン
タ
ー

そ
よ
う
病

院
運
営
委

員
会

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

国
民
健
康

保
険
運
営

協
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

民
生
委
員

推
薦
委
員

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

高
齢
者
保

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円
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保
険
運
営

協
議
会
委

員
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

民
生
委
員

推
薦
委
員

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

高
齢
者
保

健
福
祉
推

進
委
員
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

同
和
対
策

審
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

人
権
セ
ン

タ
ー
・
中

尾
児
童
館

運
営
審
議

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

健
康
づ
く

り
推
進
協

議
会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

総
合
計
画

審
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

地
籍
調
査

推
進
委

員
 

日
額

 
5
,9

0
0
円

  
 

健
福
祉
推

進
委
員
会

委
員

 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

同
和
対
策

審
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

人
権
セ
ン

タ
ー
・
中

尾
児
童
館

運
営
審
議

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

健
康
づ
く

り
推
進
協

議
会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

総
合
計
画

審
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

簡
易
水
道

等
審
議
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

林
業
構
造

改
善
事
業

協
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

文
化
財
保

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円
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簡
易
水
道

等
審
議
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

環
境
保
全

型
農
業
審

議
会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

林
業
構
造

改
善
事
業

協
議
会
委

員
 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

文
化
財
保

護
委
員
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

結
婚
相
談

員
 

年
額

 
4
0
,0

0
0
円

  
 

環
境
審
議

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

国
民
保
護

協
議
会

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

美
し
い
ま

ち
づ
く

り
推

進
員

 
年

額
 

3
6
,7

0
0
円

  
 

山
都
町
景

観
づ
く

り
審

議
会

委

員
 

日
額

 
5
,9

0
0
円

  
 

要
保
護
児

童
対
策
地

域
協
議
会

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

会
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

山
都
町
教

育
特
区
学

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

護
委
員
会

委
員

 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

環
境
審
議

会
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

国
民
保
護

協
議
会

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

山
都
町
景

観
づ
く

り
審
議

会
委

員
 

日
額

 
5
,9

0
0
円

  
 

山
都
町
教

育
特
区
学

校
審
議
会

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  
 

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  
 

い
じ
め
問

題
対
策
連

絡
協
議
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

会
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

鳥
獣
被
害

対
策
実

施
隊
員

 
日

額
 

2
,9

5
0
円

  

山
都
町
土

地
改
良

事
業
換

地
委

員
会
委
員

 

日
額

 
5
,9

0
0
円

  

子
ど
も
・

子
育
て
会

議
委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

社
会
教
育

委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

図
書
館
協

議
会
委
員

 

委
員
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

委
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

前
各
項
に

掲
げ
る

者
以
外

の
非

予
算

の
範

囲
内

で
町

長
が

定
め
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校
審
議
会

 

い
じ
め
問

題
対
策
連

絡
協
議
会

委
員

 

会
長

 
日

額
 

6
,0

0
0
円

  

会
員

 
日

額
 

5
,9

0
0
円

  

鳥
獣
被
害

対
策
実

施
隊

員
 

日
額

 
2
,9

5
0
円

  

山
都
町
土

地
改
良

事
業

換
地

委

員
会
委
員

 

日
額

 
5
,9

0
0
円

  

前
各
項
に

掲
げ
る

者
以

外
の

非

常
勤
職
員

 

予
算

の
範

囲
内

で
町
長
が

定
め

る
額

 

 

 

常
勤
職
員

 
る

額
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山
都
町
一

般
職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
(平

成
1
7
年

山
都

町
条
例

第
4
3
号

)新
旧

対
照
表

 
〔
附

則
第

1
3
条
関

係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(給
与

の
減
額

) 
(給

与
の
減
額

) 

第
1
2
条

 
職
員

が
正

規
の

勤
務

時
間

に
勤

務
し

な
い
と
き

は
、
勤

務
時
間

条
例
第

8

条
の

3
第

1
項

に
規

定
す

る
超

勤
代

休
時

間
、

同
条

例
第

9
条
に
規

定
す
る

祝
日
法

に
よ
る
休

日
(同

条
例

第
1
0
条

第
1
項

の
規

定
に

よ
り
代

休
日
を

指
定
さ

れ
て
、

当

該
休
日
に

割
り

振
ら

れ
た

勤
務

時
間

の
全

部
を

勤
務
し
た

職
員
に

あ
っ
て

は
、
当

該
休
日
に

代
わ

る
代

休
日

。
以

下
「

祝
日

法
に

よ
る
休
日

等
」
と

い
う
。

)又
は
同

条
例
第

9
条
に
規

定
す

る
年

末
年

始
の

休
日

(同
条
例

第
1
0
条
第

1
項
の

規
定
に

よ

り
代
休
日

を
指

定
さ

れ
て

、
当

該
休

日
に

割
り

振
ら
れ
た

勤
務
時

間
の
全

部
を
勤

務
し
た
職

員
に

あ
っ

て
は

、
当

該
休

日
に

代
わ

る
代
休
日

。
以
下

「
年
末

年
始
の

休
日
等
」

と
い

う
。

)で
あ

る
場

合
、

休
暇

に
よ

る
場
合

そ
の
他

そ
の
勤

務
し
な

い

こ
と
に
つ

き
任

命
権

者
の

承
認

が
あ

っ
た

場
合

を
除
く
ほ

か
、

そ
の
勤
務

し
な
い

1
時

間
に

つ
き

、
第

2
1
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当
た

り
の
給

与
額
を

減
額
し

た

給
与
を
支

給
す

る
。

 

第
1
2
条

 
職
員

が
正
規

の
勤
務

時
間

に
勤

務
し

な
い

と
き

は
、

勤
務

時
間

条
例

第
8

条
の

3
第

1
項
に

規
定
す

る
超

勤
代

休
時

間
、

同
条

例
第

9
条

に
規

定
す

る
祝

日
法

に
よ
る
休

日
(同

条
例

第
1
0
条

第
1
項

の
規

定
に

よ
り

代
休

日
を

指
定

さ
れ

て
、

当

該
休
日
に

割
り
振

ら
れ
た

勤
務

時
間

の
全

部
を

勤
務

し
た

職
員

に
あ

っ
て

は
、

当

該
休
日
に

代
わ
る

代
休
日

。
以

下
「

祝
日

法
に

よ
る

休
日

等
」

と
い

う
。

)又
は

同

条
例
第

9
条
に
規

定
す
る

年
末

年
始

の
休

日
(同

条
例

第
1
0
条

第
1
項

の
規

定
に

よ

り
代
休
日

を
指
定

さ
れ
て

、
当

該
休

日
に

割
り

振
ら

れ
た

勤
務

時
間

の
全

部
を

勤

務
し
た
職

員
に
あ

っ
て
は

、
当

該
休

日
に

代
わ

る
代

休
日

。
以

下
「

年
末

年
始

の

休
日
等
」

と
い
う

。
)で

あ
る

場
合

、
休

暇
に

よ
る

場
合

そ
の

他
そ

の
勤

務
し

な
い

こ
と
に
つ

き
任
命

権
者
の

承
認

が
あ

っ
た

場
合

を
除

く
ほ

か
、

そ
の

勤
務

し
な

い

1
時

間
に

つ
き
、

第
2
4
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

を
減

額
し

た

給
与
を
支

給
す
る

。
 

(時
間

外
勤
務

手
当

) 
(時

間
外
勤
務

手
当

) 

第
1
3
条

 
正
規

の
勤

務
時

間
以

外
に

勤
務

す
る

こ
と
を
命

ぜ
ら
れ

た
職
員

に
は
、

正

規
の
勤
務

時
間

以
外

に
勤

務
し

た
全

時
間

に
対

し
て
、
勤

務
1
時

間
に
つ

き
、

第
2

1
条

に
規

定
す
る

勤
務

1
時

間
当

た
り

の
給

与
額
に

正
規
の

勤
務
時

間
以
外

に
し
た

次
に
掲
げ

る
勤

務
の

区
分

に
応

じ
て

そ
れ

ぞ
れ

1
0
0
分

の
1
2
5
か

ら
1
0
0
分
の

1
5
0

ま
で
の
範

囲
内

で
規

則
で

定
め

る
割

合
(そ

の
勤
務
が

午
後

1
0
時

か
ら
翌

日
の
午

前

5
時

ま
で

の
間

で
あ

る
場

合
は

、
そ

の
割

合
に

1
0
0
分

の
2
5
を
加

算
し
た

割
合

)を

乗
じ
て
得

た
額

を
時

間
外

勤
務

手
当

と
し

て
支

給
す
る
。

 

第
1
3
条

 
正
規

の
勤
務

時
間
以

外
に

勤
務

す
る

こ
と

を
命

ぜ
ら

れ
た

職
員

に
は

、
正

規
の
勤
務

時
間
以

外
に
勤

務
し

た
全

時
間

に
対

し
て

、
勤

務
1
時

間
に

つ
き

、
第

2

4
条

に
規

定
す
る

勤
務

1
時
間

当
た

り
の

給
与

額
に

正
規

の
勤

務
時

間
以

外
に

し
た

次
に
掲
げ

る
勤
務

の
区
分

に
応

じ
て

そ
れ

ぞ
れ

1
0
0
分

の
1
2
5
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
0

ま
で
の
範

囲
内
で

規
則
で

定
め

る
割

合
(そ

の
勤

務
が

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前

5
時

ま
で

の
間
で

あ
る
場

合
は

、
そ

の
割

合
に

1
0
0
分

の
2
5
を

加
算

し
た

割
合

)を

乗
じ
て
得

た
額
を

時
間
外

勤
務

手
当

と
し

て
支

給
す

る
。

 

(1
)・

(2
) 

（
略

）
 

(1
)・

(2
) 

（
略
）

 



2
0
/2

8
 

2
 

（
略

）
 

2
 

（
略

）
 

3
 

第
1
項
の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

勤
務

時
間

条
例
第

5
条
の
規

定
に
よ

り
、
あ

ら

か
じ
め
同

条
例

第
3
条

第
2
項

又
は

第
4
条

の
規

定
に
よ
り

割
り
振

ら
れ
た

1
週
間

の

正
規
の
勤

務
時

間
(以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「
割

振
り
変

更
前
の

正
規
の

勤
務
時

間
」
と
い

う
。

)を
超

え
て

勤
務

す
る

こ
と

を
命

ぜ
ら
れ

た
職
員

に
は
、

割
振
り

変

更
前
の
正

規
の

勤
務

時
間

を
超

え
て

勤
務

し
た

全
時
間

(規
則
で

定
め
る

時
間
を

除

く
。

)に
対
し

て
、

勤
務

1
時

間
に

つ
き

、
第

2
1
条
に
規

定
す
る
勤

務
1
時

間
当
た

り
の
給
与

額
に

1
0
0
分

の
2
5
か

ら
1
0
0
分

の
5
0
ま
で

の
範
囲

内
で

規
則
で

定
め
る

割
合
を
乗

じ
て

得
た

額
を

時
間

外
勤

務
手

当
と

し
て
支
給

す
る
。

 

3
 

第
1
項
の
規

定
に
か

か
わ
ら

ず
、

勤
務

時
間

条
例

第
5
条

の
規

定
に

よ
り

、
あ

ら

か
じ
め
同

条
例
第

3
条
第

2
項

又
は

第
4
条

の
規

定
に

よ
り

割
り

振
ら

れ
た

1
週
間

の

正
規
の
勤

務
時
間

(以
下
こ

の
条

に
お

い
て

「
割

振
り

変
更

前
の

正
規

の
勤

務
時

間
」
と
い

う
。

)を
超

え
て
勤

務
す

る
こ

と
を

命
ぜ

ら
れ

た
職

員
に

は
、

割
振

り
変

更
前
の
正

規
の
勤

務
時
間

を
超

え
て

勤
務

し
た

全
時

間
(規

則
で

定
め

る
時

間
を

除

く
。

)に
対
し

て
、
勤

務
1
時

間
に

つ
き

、
第

2
4
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た

り
の
給
与

額
に

1
0
0
分

の
2
5
か

ら
1
0
0
分

の
5
0
ま

で
の

範
囲

内
で

規
則

で
定

め
る

割
合
を
乗

じ
て
得

た
額
を

時
間

外
勤

務
手

当
と

し
て

支
給

す
る

。
 

4
 

正
規

の
勤
務

時
間

以
外

に
勤

務
す

る
こ

と
を

命
ぜ
ら

れ
、
正

規
の
勤

務
時
間

以

外
に
し
た

勤
務

(勤
務

時
間

条
例

第
3
条

第
1
項

、
第

4
条
及
び
第

5
条
の

規
定
に

基

づ
く
週
休

日
に

お
け

る
勤

務
の

う
ち

規
則

で
定

め
る
も
の

を
除
く

。
)の

時
間

が
1

箇
月
に
つ

い
て

6
0
時

間
を

超
え

た
職

員
に

は
、

そ
の

6
0
時
間
を
超

え
て
勤

務
し
た

全
時
間
に

対
し

て
、

第
1
項

(第
2
項

の
規

定
に

よ
り
読
み

替
え
て

適
用
す

る
場
合

を

含
む
。

)の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

勤
務

1
時

間
に
つ
き

、
第

2
1
条

に
規

定
す
る

勤

務
1
時
間

当
た
り

の
給

与
額

に
1
0
0
分

の
1
5
0
(そ

の
勤

務
が
午

後
1
0
時

か
ら
翌
日

の

午
前

5
時

ま
で

の
間

で
あ

る
場

合
は

、
1
0
0
分

の
1
7
5
)を

乗
じ
て

得
た
額

を
時
間

外

勤
務
手
当

と
し

て
支

給
す

る
。

 

4
 

正
規

の
勤
務

時
間
以

外
に

勤
務

す
る

こ
と

を
命

ぜ
ら

れ
、

正
規

の
勤

務
時

間
以

外
に
し
た

勤
務

(勤
務

時
間
条

例
第

3
条

第
1
項

、
第

4
条

及
び

第
5
条

の
規

定
に

基

づ
く
週
休

日
に
お

け
る
勤

務
の

う
ち

規
則

で
定

め
る

も
の

を
除

く
。

)の
時

間
が

1

箇
月
に
つ

い
て

6
0
時
間

を
超

え
た

職
員

に
は

、
そ

の
6
0
時

間
を

超
え

て
勤

務
し

た

全
時
間
に

対
し
て

、
第

1
項

(第
2
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
場

合
を

含
む
。

)の
規

定
に
か

か
わ

ら
ず

、
勤

務
1
時

間
に

つ
き

、
第

2
4
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時
間

当
た
り

の
給
与

額
に

1
0
0
分

の
1
5
0
(そ

の
勤

務
が

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の

午
前

5
時

ま
で
の

間
で
あ

る
場

合
は

、
1
0
0
分

の
1
7
5
)を

乗
じ

て
得

た
額

を
時

間
外

勤
務
手
当

と
し
て

支
給
す

る
。

 

5
 

勤
務

時
間
条

例
第

8
条

の
3
第

1
項

に
規

定
す

る
超
勤

代
休
時

間
を
指

定
さ
れ

た
場

合
に
お
い

て
、

当
該

超
勤

代
休

時
間

に
職

員
が

勤
務
し
な

か
っ
た

と
き
は

、
前
項

に
規
定
す

る
6
0
時

間
を

超
え

て
勤

務
し

た
全

時
間

の
う
ち

当
該
超

勤
代
休

時
間
の

指
定
に
代

え
ら

れ
た

時
間

外
勤

務
手

当
の

支
給

に
係
る
時

間
に
対

し
て
は

、
当
該

時
間

1
時

間
に

つ
き

、
第

2
1
条
に

規
定

す
る

勤
務

1
時
間

当
た
り

の
給
与

額
に

1
0
0

分
の

1
5
0
(そ

の
時

間
が

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前
5
時

ま
で
の

間
で
あ

る
場
合

は
、

1
0
0
分
の

1
7
5
)か

ら
第

1
項

に
規

定
す

る
規

則
で
定
め

る
割
合

(そ
の
時
間

が

5
 

勤
務

時
間
条

例
第

8
条
の

3
第

1
項

に
規

定
す

る
超

勤
代

休
時

間
を

指
定

さ
れ

た
場

合
に
お
い

て
、
当

該
超
勤

代
休

時
間

に
職

員
が

勤
務

し
な

か
っ

た
と

き
は

、
前

項

に
規
定
す

る
6
0
時
間
を

超
え

て
勤

務
し

た
全

時
間

の
う

ち
当

該
超

勤
代

休
時

間
の

指
定
に
代

え
ら
れ

た
時
間

外
勤

務
手

当
の

支
給

に
係

る
時

間
に

対
し

て
は

、
当

該

時
間

1
時

間
に
つ

き
、

第
2
4
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

に
1
0
0

分
の

1
5
0
(そ

の
時
間
が

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前
5
時

ま
で

の
間

で
あ

る
場

合

は
、

1
0
0
分
の

1
7
5
)か

ら
第

1
項

に
規

定
す

る
規

則
で

定
め

る
割

合
(そ

の
時

間
が
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午
後

1
0
時
か
ら

翌
日

の
午

前
5
時

ま
で

の
間

で
あ

る
場
合

は
、
そ

の
割
合

に
1
0
0
分

の
2
5
を

加
算
し

た
割

合
)を

減
じ

た
割

合
を

乗
じ

て
得
た

額
の
時

間
外
勤

務
手
当

は
、
支
給

し
な

い
。

 

午
後

1
0
時
か
ら

翌
日
の

午
前

5
時

ま
で

の
間

で
あ

る
場

合
は

、
そ

の
割

合
に

1
0
0
分

の
2
5
を

加
算
し

た
割
合

)を
減

じ
た

割
合

を
乗

じ
て

得
た

額
の

時
間

外
勤

務
手

当

は
、
支
給

し
な
い

。
 

6
 

（
略

）
 

6
 

（
略

）
 

(休
日

勤
務
手

当
) 

(休
日

勤
務
手

当
) 

第
1
4
条

 
祝
日

法
に

よ
る

休
日

等
(勤

務
時

間
条

例
第

3
条

第
1
項

又
は
第

4
条
の

規
定

に
基
づ
き

毎
日

曜
日

を
週

休
日

と
定

め
ら

れ
て

い
る
職
員

以
外
の

職
員
に

あ
っ
て

は
、
同
条

例
第

9
条

に
規

定
す

る
祝

日
法

に
よ

る
休
日
が

同
条
例

第
4
条

及
び
第

5

条
の
規
定

に
基

づ
く

週
休

日
に

当
た

る
と

き
は

、
規
則
で

定
め
る

日
)及

び
年

末
年

始
の
休
日

等
に

お
い

て
、

正
規

の
勤

務
時

間
中

に
勤
務
す

る
こ
と

を
命
ぜ

ら
れ
た

職
員
に
は

、
正

規
の

勤
務

時
間

中
に

勤
務

し
た

全
時
間
に

対
し
て

、
勤
務

1
時
間

に
つ
き
、

第
2
1
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り
の
給

与
額
に

1
0
0
分

の
1
2
5
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
0
ま

で
の

範
囲

内
で

規
則

で
定

め
る
割
合

を
乗
じ

て
得
た

額
を
休

日

勤
務
手
当

と
し

て
支

給
す

る
。

こ
れ

ら
の

日
に

準
ず
る
も

の
と
し

て
規
則

で
定
め

る
日
に
お

い
て

勤
務

し
た

職
員

に
つ

い
て

も
、

同
様
と
す

る
。

 

第
1
4
条

 
祝
日

法
に
よ

る
休
日

等
(勤

務
時

間
条

例
第

3
条

第
1
項

又
は

第
4
条

の
規

定

に
基
づ
き

毎
日
曜

日
を
週

休
日

と
定

め
ら

れ
て

い
る

職
員

以
外

の
職

員
に

あ
っ

て

は
、
同
条

例
第

9
条
に
規

定
す

る
祝

日
法

に
よ

る
休

日
が

同
条

例
第

4
条

及
び

第
5

条
の
規
定

に
基
づ

く
週
休

日
に

当
た

る
と

き
は

、
規

則
で

定
め

る
日

)及
び

年
末

年

始
の
休
日

等
に
お

い
て
、

正
規

の
勤

務
時

間
中

に
勤

務
す

る
こ

と
を

命
ぜ

ら
れ

た

職
員
に
は

、
正
規

の
勤
務

時
間

中
に

勤
務

し
た

全
時

間
に

対
し

て
、

勤
務

1
時

間

に
つ
き
、

第
2
4
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

に
1
0
0
分

の
1
2
5
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
0
ま

で
の
範

囲
内

で
規

則
で

定
め

る
割

合
を

乗
じ

て
得

た
額

を
休

日

勤
務
手
当

と
し
て

支
給
す

る
。

こ
れ

ら
の

日
に

準
ず

る
も

の
と

し
て

規
則

で
定

め

る
日
に
お

い
て
勤

務
し
た

職
員

に
つ

い
て

も
、

同
様

と
す

る
。

 

(夜
間

勤
務
手

当
) 

(夜
間

勤
務
手

当
) 

第
1
5
条

 
正
規

の
勤

務
時

間
と

し
て

午
後

1
0
時

か
ら
翌

日
の
午
前

5
時
ま

で
の
間

に

勤
務
す
る

職
員

に
は

、
そ

の
間

に
勤

務
し

た
全

時
間
に
対

し
て
、

勤
務

1
時
間
に

つ
き
、

第
2
1
条

に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給
与

額
の

1
0
0
分

の
2
5
を

夜
間

勤
務
手
当

と
し

て
支

給
す

る
。

 

第
1
5
条

 
正
規

の
勤
務

時
間
と

し
て

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前
5
時

ま
で

の
間

に

勤
務
す
る

職
員
に

は
、
そ

の
間

に
勤

務
し

た
全

時
間

に
対

し
て

、
勤

務
1
時

間
に

つ
き
、

第
2
4
条

に
規
定

す
る

勤
務

1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

の
1
0
0
分

の
2
5
を

夜
間

勤
務
手
当

と
し
て

支
給
す

る
。

 

(端
数

計
算

) 
(端

数
計
算

) 

第
1
5
条

の
2
 

第
2
1
条
に

規
定

す
る

勤
務

1
時

間
当
た
り

の
給
与

額
及
び

第
1
3
条
か
ら

前
条
ま
で

の
規

定
に

よ
り

勤
務

1
時

間
に

つ
き

支
給
す
る

時
間
外

勤
務
手

当
、
休

日
勤
務
手

当
又

は
夜

間
勤

務
手

当
の

額
を

算
定

す
る
場
合

に
お
い

て
、
当

該
額

第
1
5
条

の
2
 

第
2
4
条
に
規

定
す

る
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

及
び

第
1
3
条

か
ら

前
条
ま
で

の
規
定

に
よ
り

勤
務

1
時

間
に

つ
き

支
給

す
る

時
間

外
勤

務
手

当
、

休

日
勤
務
手

当
又
は

夜
間
勤

務
手

当
の

額
を

算
定

す
る

場
合

に
お

い
て

、
当

該
額
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に
、

5
0
銭
未
満

の
端

数
を

生
じ

た
と

き
は

こ
れ

を
切
り
捨

て
、

5
0
銭

以
上

1
円

未

満
の
端
数

を
生

じ
た

と
き

は
こ

れ
を

1
円

に
切

り
上
げ
る

も
の
と

す
る
。

 

に
、

5
0
銭
未
満

の
端
数

を
生

じ
た

と
き

は
こ

れ
を

切
り

捨
て

、
5
0
銭

以
上

1
円

未

満
の
端
数

を
生
じ

た
と
き

は
こ

れ
を

1
円

に
切

り
上

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

(臨
時

又
は
非

常
勤

の
職

員
の

給
与

) 

第
2
2
条

 
臨
時

又
は

非
常

勤
の

職
員

(再
任

用
短

時
間

勤
務
職
員

を
除
く

。
)の

給
与

又
は
報
酬

に
つ

い
て

は
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て
、
別

に
定
め

る
。

 

(会
計

年
度
任

用
職
員

の
給
与

) 

第
2
2
条

 
法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る
会

計
年

度
任

用
職

員
の

給
与

に
つ

い
て

は
、
こ
の

条
例
の

規
定
に

か
か

わ
ら

ず
、

常
勤

の
職

員
の

給
与

と
の

権
衡

、
そ

の

職
務
の
特

殊
性
等

を
考
慮

し
て

、
別

に
条

例
で

定
め

る
。
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山
都
町
技

能
労
務

職
員

の
給

与
の

種
類

及
び

基
準

を
定
め

る
条
例

(平
成

1
7
年
山
都

町
条

例
第

4
5
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附

則
第

1
4
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(臨
時

又
は
非

常
勤

職
員

の
給

与
) 

第
1
7
条

 
臨
時

又
は

非
常

勤
職

員
(地

方
公

務
員

法
第

2
8
条

の
5
第

1
項
に

規
定
す

る

短
時
間
勤

務
の

職
を

占
め

る
職

員
を

除
く

。
)の

給
与

に
つ
い
て

は
、
こ

の
条
例

の

規
定
の
範

囲
内

で
別

に
定

め
る

。
 

(会
計

年
度
任

用
技
能

労
務
職

員
の

給
与

) 

第
1
7
条

 
地
方

公
務
員

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る
会

計
年

度
任

用
職

員
と

し

て
任
用
さ

れ
る
技

能
労
務

職
員

の
給

与
に

つ
い

て
は

、
職

員
の

給
与

と
の

権
衡

を

考
慮
し
、

規
則
で

定
め
る

。
 

  
 



2
4
/2

8
 

山
都
町
職

員
等
の

旅
費

に
関

す
る

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条
例

第
4
6
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附

則
第

1
5
条
関

係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(非
常

勤
職
員

の
旅

費
) 

(非
常

勤
職
員

の
旅
費

) 

第
2
6
条

 
非
常

勤
職

員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
の

旅
費

に
つ

い
て

は
、

町
の

一
般

職
の
職

員
の
旅

費
と
の

均
衡
を

考
慮
し

て
予
算
の

範
囲

内
で

旅
費

を
支

給
す

る
。

 

第
2
6
条

 
非
常

勤
職
員

(地
方
公

務
員

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

第
1
号

に
掲

げ
る

職
員

を

除
く
。

)の
旅

費
に
つ

い
て

は
、

町
の

一
般

職
の

職
員

の
旅

費
と

の
均

衡
を

考
慮

し

て
予
算
の

範
囲
内

で
旅
費

を
支

給
す

る
。

 

  
 



2
5
/2

8
 

山
都
町
企

業
職
員

の
給

与
の

種
類

及
び

基
準

に
関

す
る
条

例
(平

成
1
7
年
山
都

町
条
例

第
1
4
3
号

)新
旧
対
照

表
 
〔

附
則
第

1
6
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(非
常

勤
職
員

の
給

与
) 

第
1
9
条

 
企
業

職
員

で
職

員
以

外
の

も
の

に
つ

い
て
は
、

職
員
の

給
与
と

の
権
衡

を

考
慮
し
、

予
算

の
範

囲
内

で
給

与
を

支
給

す
る

。
 

(会
計

年
度
任

用
企
業

職
員
の

給
与

) 

第
1
9
条

 
地
方

公
務
員

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る
会

計
年

度
任

用
職

員
と

し

て
任
用
さ

れ
る
企

業
職
員

(次
項

に
お

い
て

「
会

計
年

度
任

用
企

業
職

員
」

と
い

う
。

)の
給
与

の
種
類

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
応

じ
、

当
該

各
号

に
定

め

る
と
こ
ろ

に
よ
る

。
 

(1
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

の
2
第

1
項

第
1
号

に
掲

げ
る

職
員

と
し

て
任

用
さ

れ

る
企
業
職

員
 
給

料
、
通

勤
手

当
、

特
殊

勤
務

手
当

、
時

間
外

勤
務

手
当

、
休

日
勤
務
手

当
、
夜

間
勤
務

手
当

及
び

期
末

手
当

 

(2
) 

地
方
公

務
員
法

第
2
2
条

の
2
第

1
項

第
2
号

に
掲

げ
る

職
員

と
し

て
任

用
さ

れ

る
企
業
職

員
 
給

料
、
通

勤
手

当
、

特
殊

勤
務

手
当

、
時

間
外

勤
務

手
当

、
休

日
勤
務
手

当
、
夜

間
勤
務

手
当

、
宿

日
直

手
当

及
び

期
末

手
当

 

2
 

会
計

年
度
任

用
企
業

職
員

の
給

与
の

基
準

に
つ

い
て

は
、

山
都

町
会

計
年

度
任

用
職
員
の

給
与
及

び
費
用

弁
償

に
関

す
る

条
例

(令
和

●
年

山
都

町
条

例
第

●
号

)

の
規
定
を

準
用
す

る
。

 

  
 



2
6
/2

8
 

山
都
町
職

員
の
人

事
行

政
の

運
営

等
の

状
況

の
公

表
に
関

す
る
条

例
(平

成
1
8
年
山

都
町

条
例
第

7
号

)新
旧

対
照
表

 
〔

附
則

第
1
7
条

関
係

〕
 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

(報
告

事
項

) 
(報

告
事
項

) 

第
3
条
 

前
条
の

規
定

に
よ

り
人

事
行

政
の

運
営

の
状
況

に
関
し

、
任
命

権
者
が

報

告
し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事
項

は
、

職
員

(臨
時
的
に

任
用
さ
れ

た
職
員

及
び
非

常

勤
職
員

(地
方

公
務

員
法

第
2
8
条

の
5
第

1
項

に
規
定
す

る
短
時
間

勤
務
の

職
を
占

め
る
職
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

除
く
。

)を
除

く
。
以
下

同
じ

。
)に

係
る

次
に

掲
げ

る
事

項
と

す
る
。

 

第
3
条
 

前
条
の

規
定
に

よ
り
人

事
行

政
の

運
営

の
状

況
に

関
し

、
任

命
権

者
が

報

告
し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

事
項

は
、

職
員

(臨
時

的
に

任
用

さ
れ

た
職

員
及

び
非

常

勤
職
員

(地
方

公
務
員

法
第

2
8
条

の
5
第

1
項

に
規

定
す

る
短

時
間

勤
務

の
職

を
占

め
る
職
員

及
び
同

法
第

2
2
条

の
2
第

1
項

第
2
号

に
掲

げ
る

職
員

を
除

く
。

)を
除

く
。
以
下

同
じ
。

)に
係
る

次
に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
 

(1
)～

(1
0
) 

（
略

）
 

(1
)～

(1
0
) 

（
略

）
 

  
 



2
7
/2

8
 

山
都
町
美

し
い
ま

ち
づ

く
り

条
例

(平
成

1
8
年

山
都

町
条

例
第

4
4
号

)新
旧
対

照
表

 
〔
附

則
第

1
8
条

関
係
〕

 

現
行

 
改

正
後

（
案

）
 

目
次

 
目

次
 

第
1
章
 

総
則

(第
1
条

―
第

6
条

) 
第

1
章
 

総
則

(第
1
条
―

第
6
条

) 

第
2
章
 

河
川
の

水
質

汚
濁

の
防

止
(第

7
条

―
第

1
0
条

) 
第

2
章
 

河
川
の

水
質
汚

濁
の

防
止

(第
7
条

―
第

1
0
条

) 

第
3
章
 

清
潔
な

生
活

環
境

の
保

持
(第

1
1
条

―
第

1
4
条

) 
第

3
章
 

清
潔
な

生
活
環

境
の

保
持

(第
1
1
条

―
第

1
4
条

) 

第
4
章
 

美
し
い

ま
ち

づ
く

り
推

進
員

(第
1
5
条

) 
第

4
章
 

削
除

 

第
5
章
 

雑
則

(第
1
6
条

―
第

2
2
条

) 
第

5
章
 

雑
則

(第
1
6
条

―
第

2
2
条

) 

附
則

 
附

則
 

第
4
章
 

美
し

い
ま

ち
づ

く
り

推
進

員
 

(美
し

い
ま
ち

づ
く

り
推

進
員

) 

第
1
5
条

 
第

1
条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

町
に
、
美

し
い
ま

ち
づ
く

り
推
進

員

(以
下

「
推
進

員
」

と
い

う
。

)を
置

く
。

 

2
 

推
進

員
の
数

は
、

町
長

が
別

に
定

め
る

地
区

ご
と
に

、
お
お

む
ね

1
人
と
す

る
。

 

3
 

推
進

員
の
任

期
は

、
2
年

と
し

、
再

任
を

妨
げ

な
い
。

 

4
 

推
進

員
は
、

次
の

掲
げ

る
任

務
を

行
う

。
 

(1
) 

河
川
の

環
境

、
廃

棄
物

の
不

法
投

棄
及

び
ポ

イ
捨
て

を
監
視

し
、
異

状
が
あ

る
と
認
め

る
と

き
は

、
町

に
報

告
す

る
こ

と
。

 

(2
) 

町
の
環

境
保

全
に

関
し

て
、

町
長

に
対

し
て

提
言
す

る
こ
と

。
 

(3
) 

町
が
行

う
環

境
保

全
に

関
す

る
広

報
や

啓
発

活
動
に

つ
い
て

協
力
す

る
こ

と
。

 

(4
) 

そ
の
他

第
1
条

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
町
長
が

必
要
と

認
め
る

事
項

 

5
 

山
都

町
報
酬

及
び

費
用

弁
償

条
例

(平
成

1
7
年

山
都

町
条
例

第
3
9
号

)の
定
め

る
と

第
4
章
 

削
除

 

 第
1
5
条

 
削
除

 



2
8
/2

8
 

こ
ろ
に
よ

り
、

推
進

員
に

報
酬

及
び

費
用

弁
償

を
支
給
す

る
。

 

  


